
資 料 一 覧

○ 次 第

○ 第７回復興道路会議～宮城県～ 配席図

○ 復興道路会議～宮城県～ 構成員

○ 復興道路会議～宮城県～ 規約

○ 復興道路・復興支援道路の概要

○ 復興道路・復興支援道路（宮城県内の概要）

○ 資料－１ 復興道路・復興支援道路の各路線別進捗状況

○ 資料－２ 各事業区間の進捗状況

○ 資料－３ 宮城県の復興道路関連事業の進捗状況
３－１ 宮城県
３－２ 宮城県教育委員会
３－３ 宮城県森林整備課

○ 資料－４ 復興道路・復興支援道路の「見える化」
【国土交通省の取り組み事例】

○ 資料－５ 事例発表【宮城県】

○ 資料－６ 事例発表【宮城県道路公社】

○ 資料－７ 事例発表【東日本高速道路株式会社】

○ 資料－８－１ 事例発表【南三陸町】

○ 資料－８－２ 事例発表【登米市】

○ 資料－８－３ 事例発表【気仙沼市】

○ 資料－８－４ 事例発表【東松島市】

○ 資料－９ 復興道路・復興支援道路の整備効果事例発信



第 ７ 回 復 興 道 路 会 議 ～宮城県～

日 時：平成２９年 ６月２０日（火）

１４：３０～

場 所：宮城県自治会館 ２０３会議室

議 事 次 第

１．挨 拶

国土交通省 東北地方整備局 道路部長

宮城県 土木部長

２．議 事

１）復興道路・復興支援道路の今後の進め方

について

２）復興道路等を活かした地域振興支援策、

地域づくり事例の情報共有について

３）その他

資料１～４

資料５～９



第7回 復興道路会議 宮城県 配席図

日時：平成29年6月20日(火)
14:30 

場所：宮城県自治会館 203会議室
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「復 興 道 路 会 議 ～ 宮 城 県 ～」



復 興 道 路 会 議 ～ 宮 城 県 ～

規 約

(名 称)

第１条 本会議は、｢復興道路会議～宮城県～｣と称する。

(目 的)

第２条 本会議は、東日本大震災からの復興に向けたリーディングプロジェクトとなる復

興道路等の早期完成を図るため、全ての関係者に対する事業進捗への合意形成と、

国・県・市町村・関係機関の連携による課題解決を目的として開催する。

(協議事項)

第３条 本会議は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる連絡及び調整を行う。

一 事業の合意形成に関する事項

二 事業促進の課題解決に関する事項

三 その他本会の目的を達成するために必要な事項

(対象事業)

第４条 本会議で対象とする復興道路は、以下のとおりとする。

一 三陸沿岸道路

二 その他

(組 織)

第５条 本会議は、以下の構成員をもって組織する。

一 宮城県、復興庁 宮城復興局

国土交通省 東北地方整備局、東日本高速道路(株)東北支社

二 復興道路等の関係市町村

三 地域経済界

(事務局)

第６条 本会議の庶務は、宮城県土木部及び国土交通省東北地方整備局道路部において処

理する。

（雑 則）

第７条 この規約に定めるもののほか、本会議の運営に関して必要な事項は会議において

定める。



復興道路・復興支援道路の概要

東北横断自動車道釜石秋田線
（釜石～花巻） 80km

［震災後新規区間 17km］

宮古盛岡横断道路
（宮古～盛岡） 66km

［震災後新規区間 35km］

三
陸
沿
岸
道
路

㎞
359

［
震
災
後
新
規
区
間

㎞
］

148

東北中央自動車道
（相馬～福島） 45km

［震災後新規区間 23km］

国土交通省が中心となって整備を行っている
復興道路・復興支援道路の路線全長550km
［震災後新規区間223km（約４割）］

みやぎ県北高速幹線道路 24km
［震災後新規区間 11km］

（宮城県）

H29.3.31現在

うち
震災後開通

うち
震災後新規

約　359km 　170km 41km 189km 148km

約　 66km 24km 23km 42km 35km

約　 80km 63km 33km 17km 17km

約　 45km 11km 11km 34km 23km

約　550km 268km 108km 282km 223km

約 　24km 9km 9km 11km 11km

計

計画延長 開通延長 事業中延長

 みやぎ県北高速幹線道路

 東北横断道釜石秋田線
 (釜石～花巻)

 東北中央道
 (相馬～福島)

 三陸沿岸道路

 宮古盛岡横断道路

路　　線　　名

1



東北中央自動車道
（相馬～福島） 約45km

矢本石巻道路
26.5km

仙塩道路
7.8km

4
車
線
化
事
業

登米志津川道路
16.1km

南三陸道路
7.2km

歌津～本吉
12.0km

みやぎ県北高速幹線道路 約20km

（宮城県）

本吉気仙沼道路
7.1km

気仙沼～唐桑南
9.0km

唐桑北～陸前高田
10.0km

（宮城県内2.0km）

仙台松島道路
18.3km

（宮城県道路公社）

宮城県内の概要

三
陸
沿
岸
道
路

約

㎞
359

（宮
城
県
内

㎞
）

126

1.
7k

m
4k

m
4.

2k
m

3k
m

9.
1k

m

H30開通予定

H31開通予定

H29開通予定

H30開通予定

H29開通予定

14
.4

km
12

.1
km

4車線化完成
H28.3.27開通

4車線化完成

4車線化完成

H29.3.31現在

7k
mH28.4.16開通

H30開通予定

　広　域　図

本吉気仙沼道路
（Ⅱ期） 4.0km

H28.10.30開通

H29.3.16開通

4車線化完成
H29.3.30開通

うち
震災後開通

うち
震災後新規

約　359km 170km 41km 189km 148km

うち、宮城県 約　126km 88km 14km 38km 23km

約　 66km 24km 23km 42km 35km

約　 80km 63km 33km 17km 17km

約　 45km 11km 11km 34km 23km

約　550km 268km 108km 282km 223km

うち、宮城県 約　126km 88km 14km 38km 23km

約 　52km 52km 52km 0km 0km

約 　20km 9km 9km 11km 11km
【宮城県】
 みやぎ県北高速幹線道路

 三陸沿岸道路

 宮古盛岡横断道路

 東北横断道釜石秋田線
 (釜石～花巻)

 東北中央道
 (相馬～福島)

合　　計

 三陸沿岸道路
 ４車線化

路　　線　　名 計画延長 開通延長 事業中延長

H28.10.28開通見通し
公表区間

H29開通予定区間

6k
m

2k
mH32開通予定

H30開通予定

2
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（
面

積
ベ

ー
ス

）
埋

蔵
文

化
財

調
査

完
了

率
保

安
林

解
除

三
陸

沿
岸

道
路

約
9
9
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

唐
桑

道
路

3
.0

k
m

H
2
2
.1

2
.1

9
開

通

約
8
0
%

約
3
5
%

1
箇

所
/
3
箇

所
解

除
済

約
9
2
%

約
3
5
%

2
箇

所
/
3
箇

所
解

除
済

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

約
9
9
%

1
0
0
%

約
9
9
%

約
9
5
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

桃
生

登
米

道
路

1
3
.8

k
m

H
2
1
.3

.2
2
開

通

H
2
9
年

度
7
.1

k
m

4
.0

k
m

1
2
.0

k
m

H
2
9
年

度
(一

部
 H

2
9
.3

.2
0
開

通
)

対
象

外

2
6
.5

k
m

1
8
.3

k
m

仙
塩

道
路

（
4
車

線
化

）
H
2
8
.3

.2
7

4
車

線
化

完

仙
台

松
島

道
路

（
4
車

線
化

）

7
.8

k
m

本
吉

気
仙

沼
道

路

H
3
0
年

度
1
0
.0

k
m

(2
.0

k
m

)

H
2
7
.3

.3
0

4
車

線
化

完

7
.2

k
m

H
3
0
年

度

・
大

規
模

構
造

物
工

事
の

推
進

9
.0

k
m

対
象

外

対
象

外

一
部

 H
3
0
年

度
一

部
 H

3
2
年

度

唐
桑

高
田

道
路

（
唐

桑
北

～
陸

前
高

田
）

本
吉

気
仙

沼
道

路
（
Ⅱ

期
）

南
三

陸
道

路

対
象

外

対
象

外

対
象

外

気
仙

沼
道

路
(気

仙
沼

～
唐

桑
南

)
一

部
 H

3
1
年

度

歌
津

本
吉

道
路

（
歌

津
～

本
吉

）

登
米

志
津

川
道

路

矢
本

石
巻

道
路

（
4
車

線
化

）
H
2
9
.3

.3
0

4
車

線
化

完

H
2
8
.1

0
.3

0
開

通
（
一

部
 H

2
8
.4

.1
6
開

通
）

1
6
.1

k
m

路
線

名
事

業
区

間
名

延
　

長
開

通
予

定
事

業
進

捗
上

の
課

題

下
段

：
H
2
9
.3

.3
1
現

在

上
段

：
H
2
8
.3

.3
1
現

在

※
1

※
2

※
1
：
用
地
進
捗
率
＝
取
得
済
面
積
（h

a）
／
必
要
面
積
（h

a）
※
2
：
埋
蔵
文
化
財
調
査
完
了
率
＝
本
調
査
完
了
面
積
（h
a）
／
調
査
対
象
面
積
（h

a）
※

3
：
保

安
林

解
除

申
請
状

況
は
H
29

.6
現
在

資
料

－
２

※
3

4



資料３－１

みやぎ県北高速幹線道路（復興支援道路）の進捗状況 

１）Ⅰ期区間（栗原市築館加倉～登米市迫町北方） 延長 L=8.9km 

【平成 23年 11 月 24 日供用開始】 

２）Ⅱ期区間（中田工区：登米市迫町佐沼～登米市中田町宝江） 延長 L=4.7km 

 【平成 29 年度供用予定】 

○事業着手年度：平成 23 年度 

○平成 29 年度は舗装工事や道路情報表示版設置工事を推進。 

３）Ⅲ期区間（佐沼工区：登米市迫町北方 

～登米市迫町佐沼） 延長約 L=3.6km 

    【平成 32 年度供用予定】 

○事業着手年度：平成 25 年度 

○平成 29 年度は引き続き用地買収を進めるとともに，地盤改良

工事や橋梁下部工工事を推進。 

４）Ⅳ期区間（築館工区：栗原市志波姫南堀口～ 

栗原市築館萩沢） 延長約 L=1.7km 

    【平成 30 年度供用予定】 

  ○事業着手年度：平成 25 年度

○平成 29 年度は盛土工事を推進するとともに,橋梁上部工工事などを推進。 

凡 例

供用区間

事業中
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○
県
地
方
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
住
民
へ
の
情
報
提
供

◆
内
容
…
事
業
目
的
，
整
備
効
果
，
工
事
進
捗
状
況
等

み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
の
見
え
る
化
へ
の
取
り
組
み

■
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
事
例

○
橋
の
日
（
８
月
４
日
）
パ
ネ
ル
展
の
開
催
（
登
米
地
域
事
務
所
）

◆
8月
4日
は
「
橋
の
日
」
と
し
て
，
私
達
の
生
活
と
文
化
に
密
接
な
関
わ
り

を
持
つ
橋
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
，
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
の
も
と
、
橋
の
日
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
パ
ネ
ル
で
は
,Ⅲ
期
佐
沼
工
区
で
計
画
し
て
い
る
橋
梁
な
ど
の
構
造
物
の
紹

介
や
，
全
体
の
事
業
計
画
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

◇
日
時
：
平
成
28
年
8月
４
日
 
17
日

◇
場
所
：
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
店
内
通
路

パ
ネ
ル
展
の
状
況

パ
ネ
ル
内
容
例

み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
Ⅳ
期
事
業

レ
ポ
ー
ト
（
栗
原
地
域
事
務
所
）

◆
内
容

○
ラ
ジ
オ
に
よ
る
事
業
Ｐ
Ｒ

◆
内
容
登
米
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

FM
局
H
@
!F
M
（
は
っ
と
エ

フ
エ
ム
）
に
て
,み
や
ぎ
県
北

高
速
幹
線
道
路
の
事
業
目
的

や
現
在
の
工
事
内
容
等
が
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

◆
放
送
日

・
平
成
29
年
2月
1日
 

2月
3日

◆
次
回
放
送
予
定

・
平
成
29
年
7月

み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
Ⅱ
期
Ⅲ
期

事
業
だ
よ
り
（
登
米
地
域
事
務
所
）

6



資料３－２

復興道路会議（第７回）資料

復興道路建設に関連する埋蔵文化財調査について 

宮城県教育委員会

Ⅰ．円滑・迅速な発掘調査の実施のための施策 

 １．発掘調査基準の弾力的な運用

 ２．発掘調査体制の充実

平成 24～28年度は他県市から自治法派遣職員の応援を得て調査を実施
Ⅱ．復興道路に伴う発掘調査の進捗状況 

①三陸沿岸道路 

  ◆仙塩道路（多賀城ＩＣ周辺）：平成 26年度までに調査を完了
◆歌津ＩＣ～岩手県境   ：平成 28年度までに 8遺跡の調査を完了

平成 29年度以降は 2遺跡の調査を予定
②みやぎ県北高速幹線道路 

◆築館工区：平成 28 年度までに調査をほぼ完了，平成 29 年度に一部調査予定 

◆登米工区：平成 28 年度に調査を完了 

③常磐自動車道路

  ◆山元ＩＣ～福島県境：宮城県教委と山元町教委が分担して調査を実施し，平成 27年
度までに調査を完了

  ◆亘理ＩＣ～山元ＩＣ：平成 28年度に完了

～23 24 25 26 27 28 29 30

本線４車線化部 山王遺跡 5,720 ●

多賀城ＩＣ部
山王遺跡

市川橋遺跡
24,600 ● ● ●

石川原遺跡 1,979 ● ● ●

道貫館跡 706 ●

卯名沢貝塚

卯名沢古墳群
255 ● ●

高谷貝塚 30 ●

寺沢遺跡 310 ●

長平遺跡 741 ●

3,000 ● ● ●

(約3,000)
○

6～8

○

上半期

忍館城跡 (約4,000)
○

9～12

唐桑地区 台の下遺跡 140 ●

1,600 ● ●

(約20) ○

後沢遺跡 2,300 ● ●

登米工区 紫雲山遺跡 3,200 ●

21,930 ●

41,075 ● ● ●

●調査実施

○調査予定

調査年度

山元ＩＣ～

福島県境

24遺跡（涌沢遺・

谷原遺跡ほか）

小屋館城跡

大天馬遺跡

三陸沿岸

道路
地区名 遺跡名

発掘調査

面積（㎡）

常磐自動

車道

仙塩道路

（多賀城ＩＣ

周辺）

歌津ＩＣ～

岩手県境

本吉地区

気仙沼地区

みやぎ県

北道路

築館工区

7



1
み
や
ぎ
県
北
高
速
幹

線
道
路

築
館
工

区
（
大

天
馬
遺
跡
・
後
沢
遺
跡

）
遺

登
米
工

区
（
紫

雲
山
遺
跡
）

三
陸
沿

岸
道
路

歌
津
ＩＣ

～
岩
手
県

境
（
小

屋
館
城
跡

・
忍
館
城
跡

）

三
陸
沿
岸

道
路

仙
塩
道
路

（
多
賀

城
ＩＣ

周
辺
）

（
山

王
遺
跡
・
市
川
橋
遺
跡

）

常
磐
自

動
車
道
路

山
元
ＩＣ

～
福
島
県
境

（
涌
沢

遺
跡
な
ど
24

遺
跡
）

復
興
道
路
調
査
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H
2
9
.6
.2
0
　
宮
城
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
資
料

保
安
林
解
除
に
関
す
る
事
業
着
手
ま
で
の
手
続
き
（
大
臣
権
限
）

保
安
林
解
除
に
関
す
る
事
業
着
手
ま
で
の
手
続
き
（
知
事
権
限
）

※
重
要
流
域
内
で
１
～
３
号
（
水
源
か
ん

養
、
土
砂
流
出
防
備
、
土
砂
崩
壊
防
備
）
の

保
安
林

重
要
流
域
以
外
は
、
塩
竈
市
、
気
仙
沼

市
、
多
賀
城
市
、
富
谷
市
、
松
島
町
、

七
ヶ
浜
町
、
利
府
町
、
大
和
町
の
一

部
、
大
郷
町
、
南
三
陸
町
の
区
域

調
査
・計
画

予
定
告
示
掲
示
・
通
知

（県
事
業
者
）

手
続
き

（事
業
者
）

申
請
書
作
成

申
請
書
提
出
・受
理

調
査

申
請
書
進
達

審
査

解
除
予
定
通
知

事
業
着
手

（
事
業
者
）

（事
業
者
県
）

（
県
）

（県
国
）

（国
）

（国
県
）

（事
業
者
）

標
準
処
理
期
間

計
約
２
０
０
日

標
準
処
理
期
間

※
震
災
復
興
に
係
る
保
安
林
解
除
に
つ
い
て
は
、
国
で
は
迅
速
に
処
理
す
る
方
針
で

あ
り
、
県
に
お
い
て
も
本
庁
直
轄
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
で
事
務
の
迅
速
化
を
図
る
。

お
お
む
ね
２
ヶ
月
以
内

お
お
む
ね
２
週
間
以
内

３
ヶ
月

４
０
日
後

※
異
議
意
見
書
の
提
出
が
な
い
場
合

作
業
許
可
に
よ
り
事
業
着
手
可

調
査
・
計
画

手
続
き

（
事
業
者
）

申
請
書
作
成

申
請
書
提
出
・受
理

（
事
業
者
）

（
事
業
者
県
）

調
査
・
審
査

（
県
）

お
お
む
ね
３
ヶ
月
以
内

予
定
告
示
掲
示
・
通
知

事
業
着
手

（
事
業
者
）

（
県
事
業
者
）

計
約
１
３
０
日

※
震
災
復
興
に
係
る
保
安
林
解
除
に
つ
い
て
は
、
迅
速
に
処
理
す
る
方
針
で
あ
り
、

審
査
期
間
等
の
短
縮
を
図
る
。

４
０
日
後

※
異
議
意
見
書
の
提
出
が
な
い
場
合

作
業
許
可
に
よ
り
事
業
着
手
可

資
料
３
－
３
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復
興
道
路
に
係
る
保
安
林
解
除
予
定

申
請
(予
定
)年
度

事
業
名

事
業
主
体

保
安
林
の
所
在

保
安
林
種

解
除
面
積
（
ｈ
ａ
）
申
請
年
月
日

予
定
告
示
年
月
日

確
定
告
示
年
月
日

備
考

平
成
2
8
年
度

三
陸
沿
岸
道
路
(気
仙
沼
唐
桑
南
間
)

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
気
仙
沼
市
浪
板
地
内

土
砂
崩
壊
防
備
保
安
林

0
.3
5
1
3

平
成
2
8
年
9
月
2
9
日

平
成
2
9
年
5
月
1
2
日

大
臣
権
限

道
路
建
設
に
係
る
保
安
林
解
除
状
況

申
請
年
度

事
業
名

事
業
主
体

保
安
林
の
所
在

保
安
林
種

解
除
面
積
（
ｈ
ａ
）
申
請
年
月
日

予
定
告
示
年
月
日

確
定
告
示
年
月
日

申
請
か
ら
着
手

ま
で
の
日
数

備
考

平
成
2
2
年
度

常
磐
自
動
車
道
福
島
県
境
山
元
ＩＣ
間

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

亘
理
郡
山
元
町
真
庭
地
内

土
砂
流
出
防
備
保
安
林

0
.2
3
7
7
平
成
2
2
年
1
0
月
6
日

平
成
2
4
年
5
月
1
5
日

平
成
2
4
年
8
月
1
6
日

6
2
8
日
大
臣
権
限

平
成
2
3
年
度

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
登
米
志
津
川
道
路
改
築
事
業

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
登
米
市
東
和
町
米
谷
地
内

水
源
か
ん
養
保
安
林

1
4
.2
2
7
3
平
成
2
3
年
5
月
3
1
日

平
成
2
3
年
8
月
9
日

平
成
2
4
年
2
月
2
7
日

1
1
1
日
大
臣
権
限

平
成
2
4
年
度

常
磐
自
動
車
道
福
島
県
境
山
元
ＩＣ
間

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

亘
理
郡
山
元
町
浅
生
原
地
内

土
砂
流
出
防
備
保
安
林

0
.0
1
8
8
平
成
2
4
年
4
月
1
2
日

平
成
2
5
年
4
月
2
3
日

平
成
2
5
年
9
月
2
6
日

4
1
7
日
大
臣
権
限

平
成
2
5
年
度

一
般
県
道
大
島
波
板
線
道
路
改
良
工
事

宮
城
県
気
仙
沼
土
木
事
務
所

気
仙
沼
市
磯
草
地
内

魚
つ
き
保
安
林

0
.2
6
3
3
平
成
2
5
年
7
月
1
1
日

平
成
2
5
年
1
0
月
4
日

平
成
2
5
年
1
1
月
1
5
日

1
2
6
日
知
事
権
限

平
成
2
5
年
度

一
般
県
道
大
島
波
板
線
道
路
改
良
工
事

宮
城
県
気
仙
沼
土
木
事
務
所

気
仙
沼
市
少
々
汐
地
内

土
砂
崩
壊
防
備
保
安
林

0
.1
0
1
1
平
成
2
5
年
1
2
月
2
日

平
成
2
6
年
1
月
1
7
日

平
成
2
6
年
4
月
1
7
日

8
7
日
大
臣
権
限

平
成
2
7
年
度

（
国
）
3
9
8
号
御
前
浜
（
２
）
道
路
災
害
復
旧
工
事

宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所

牡
鹿
郡
女
川
町
御
前
浜
字
大
石
角
地
内
魚
つ
き
保
安
林

0
.0
1
5
9
平
成
2
6
年
6
月
2
4
日

平
成
2
7
年
2
月
1
0
日

平
成
2
7
年
5
月
1
日

2
7
2
日
大
臣
権
限

平
成
2
7
年
度

（
国
）
3
9
8
号
崎
山
（
７
）
道
路
災
害
復
旧
工
事

宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所

牡
鹿
郡
女
川
町
桐
ヶ
崎
字
崎
山
地
内
魚
つ
き
保
安
林

0
.0
2
2
4
平
成
2
6
年
1
2
月
1
7
日

平
成
2
7
年
4
月
2
4
日

平
成
2
7
年
7
月
1
5
日

1
6
9
日
大
臣
権
限

平
成
2
8
年
度

（
主
）
奥
松
島
松
島
公
園
線
道
路
改
良
工
事

宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所

東
松
島
市
野
蒜
字
洲
崎
地
内

飛
砂
・
潮
害
防
備
保
安
林

0
.4
0
2
3
平
成
2
7
年
1
1
月
2
4
日

平
成
2
8
年
3
月
8
日

平
成
2
8
年
5
月
1
3
日

1
4
6
日
知
事
権
限

平
成
2
8
年
度

（
国
）
3
9
8
号
相
川
復
興
道
路
事
業

宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
字
小
泊
地
内
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

0
.0
3
8
0
平
成
2
7
年
1
2
月
8
日

平
成
2
8
年
4
月
1
2
日

平
成
2
8
年
8
月
2
2
日

1
6
7
日
大
臣
権
限

10



復興道路・復興支援道路の「見える化」（平成２８年度）

◆復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み

○起工式、現場見学会、自治体での事業進捗等の見える化を紹介

○東北地方整備局の復興道路ホームページで情報発信

○住民参加による各種式典の開催

・式典への住民参加事例を紹介

○現場見学会における進捗状況の説明

・夏休みを活用した現場見学会を紹介

○市町村役場等における進捗状況発信

・市町村役場、道の駅、観光施設等においてモニター、説明看板、
かわら版、ホームページによる情報発信を紹介

○地域とのコミュニケーションを重視した取り組み

・施工企業のＣＳＲ活動の見える化を紹介

◆市町村別における「見える化」の取り組み

○岩手県内

・市町村で実施する現場見学会や広報に掲載等の取り組みを紹介

○宮城県内

○福島県内

・好事例を紹介

・市町村で実施する現場見学会や広報に掲載等の取り組みを紹介

・市町村で実施する現場見学会や広報に掲載等の取り組みを紹介

・好事例を紹介

・好事例を紹介

資料－４
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復興道路・復興支援道路の見える化（平成２８年度）

◇起工式・貫通式等

◇現場見学会等

◇市町村等での
進捗状況等の発信

三陸沿岸道路 吉浜釜石道路
（岩手県釜石市）（H28年6月）

式典20回開催

新聞報道33回

テレビ放映14回

三陸沿岸道路 気仙沼道路
（宮城県気仙沼市）（H28年10月）

144回開催
約3,810人参加

東北地方整備局 復興道路HP

合計132箇所で進捗状況等
の発信を行った。

・市町村ロビー 34箇所

・道の駅等 37箇所

・現地看板 61箇所

相馬福島道路（福島県福島市）

～国土交通省が中心となって整備を進めている路線550kmのうち
268kmが開通済み、235kmが開通見通し公表済み～

◇HP等による情報発信

12



●
住
民
参
加
に
よ
る

各
種
式
典
の
開
催

◆
工
事
の
節
目
に
行
う
式
典
（
貫
通
式
、
連
結
式
等
）
に
お
い
て
住
民
参
加
の
各
種
式
典
を
開
催
。

◆
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
。

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
１
）

【
相

馬
福

島
道

路
相

馬
西

道
路

】

円
渕
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
貫
通
式
《
福
島
県
相
馬
市
》

▲
地
元
小
学
生
等
を
招
き
開
催
。
(
H
2
8
.
8
.
4
)

そ
う
ま
に

し

【
三
陸
沿
岸
道
路

吉
浜
釜
石
道
路
】

新
鍬
台
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
貫
通
式

《
岩
手
県
釜
石
市
》

(
H
2
8
.
1
0
.
3
)

▲
三
陸
沿
岸
道
路
最
長
（
約
3
,
3
3
0
ｍ
）
と
な
る
ト
ン

ネ
ル
の
貫
通
式
に
、
地
域
の
方
々
等
を
招
き
開
催
。

（
H
2
8
.
1
0
.
3
）

し
ん

く
わ

だ
い

よ
し
は
ま

か
ま
い

し

え
ん

ぶ
ち
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復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
２
）

●
現
場

見
学
会
に
お
け
る
進
捗
状
況
の
説
明

◆
小
中
学
生
や
地
域
の
方
々
、
土
木
を
専
門
に
学
ん
で
い
る
高
校
生
・
大
学
生
、
復
興
道
路
等
の
事
業
を
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
団
体
や
自
治
体
等
、
様
々
な
方
々
が
現
場
見
学
に
参
加
。

◆
夏
休
み
活
用
し
、
親
子
で
参
加
で
き
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
現
場
見
学
会
を
開
催
。

【
三
陸
沿
岸
道
路

唐
桑
高
田
道
路
】

地
元
の
小
学
生
に
よ
る
現
場
見
学
会

《
宮
城
県
気
仙
沼
市
》

▲
（

仮
称

）
県

境
ト

ン
ネ

ル
を

見
学

（
H
2
8
.
7
.
3
1
）

か
ら
く
わ

た
か
だ

▲
区

界
道

路
を

見
学

（
H
2
8
.
7
.
2
9
）

【
宮
古
盛
岡
横
断
道
路

区
界
道
路
】

自
治
体
職
員
に
よ
る
現
場
見
学
会

《
岩
手
県
盛
岡
市
》

く
ざ

か
い
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●
市
町

村
役
場
等
に
お
け
る
進
捗
状
況
発
信

▲
統

一
看
板

へ
の

開
通

目
標

の
掲

示
（

福
島

県
伊

達
市

）

▲
進
捗

状
況
を
お
知
ら
せ
す
る

「
か
わ

ら
版
」

▲
東
北
地
方
整
備
局
の
復
興
道
路

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
Ｈ
Ｐ
）

検
索

復
興

道
路

◆
地
域
の
方
々
が
集
ま
る
市
町
村
役
場
、
道
の
駅
や
観
光
客
が
集
ま
る
観
光
施
設
等
に
お
い
て
モ
ニ
タ
ー
、

か
わ
ら
版
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
復
興
道
路
等
の
必
要
性
や
工
事
の
進
捗
状
況
を
発
信
。

◆
地
域
の
方
々
や
道
路
利
用
者
、
観
光
客
等
を
対
象
に
進
捗
状
況
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
を
実
施
。

①
復
興
道
路
等
の
沿
線
市
町
村
ロ
ビ
ー
等
に
お
け
る
情
報
提
供
の
工
夫

②
沿
線
道
の
駅
等
に
お
け
る
情
報
提
供
の

工
夫

④
「
か

わ
ら
版

」
や

Ｈ
Ｐ
に
よ
る
情

報
発

信

③
現
場
広
報
ポ
イ
ン
ト
に
お
け
る
説
明
看
板
の
工
夫

▲
「
吉
浜
釜
石
道
路

荒
川

ト
ン

ネ
ル

」
で

は
説
明
看
板
に
三
次
元

平
面

図
を

活
用

（
岩
手
県
釜
石
市
）

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
３
）

▲
市
役

所
２
階

の
廊

下
に
進

捗
状

況
等

を
紹

介
す
る
か

わ
ら
版

を
掲

示
（
福

島
県

相
馬

市
）

▲
道
の
駅
「
や
ま
び
こ
館
」
に
て
工
事
進
捗

状
況
の
発
信
（
岩
手
県
宮
古
市
）

▲
市

役
所
の

１
階

ロ
ビ

ー
で

モ
ニ

タ
ー

に
よ

り
情

報
を
発

信
（

岩
手

県
宮

古
市

）

▲
道

の
駅
「

上
品

の
郷

」
に

て
整

備
箇

所
の

写
真

な
ど
を

掲
示

（
宮

城
県

石
巻

市
）
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復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
４
）

◆
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
を
含
め
た
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
重
視
し
て
、
施
工
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
と
と
も
に
見
え
る
化
の
取
り
組
み
を
実
施
。

・
三
陸
沿
岸
道
路
山
田
宮
古
道
路
で
は
、
宮
古
警
察
署
及
び
津
軽
石
小
学
校
と
協
力
し
、
子
ど
も
達
の
安
全
確
保
及
び

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
警
察
の
連
携
強
化
を
図
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、
“
「
こ
ど
も
１
１
０
番
」
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
声
か
け
訓
練
”
を

実
施

。
・
相
馬
福
島
道
路
霊
山
道
路
で
は
、
地
元
の
方
を
招
き
、
現
場
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
。

▼
現
場
で

説
明

【
相
馬
福
島
道
路

霊
山
道
路
】

川
向
地
区
道
路
改
良
工
事
外

《
福
島
県
伊
達
市
》

▲
現

場
内

を
歩

く
参
加

者
（

H2
8
.
10
.
25
)

●
地
域

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
取
り
組
み

り
ょ
う
ぜ

ん

▲
地
域
の
小
学
校
の
生
徒
の
皆
様
と

『
こ
ど
も
１
１
０
番
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
声
か
け
実
施
訓
練
』
を
実

施
（
H
2
8
.
4
.
1
5
）

【
三
陸
沿
岸
道
路

山
田
宮
古
道
路
】

安
全
連
絡
協
議
会

《
岩
手
県
宮
古
市
》

や
ま
だ
み

や
こ
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○ 市町村別における「見える化」の取り組み 【岩手県】

盛岡市

・簗川福祉センター（簗川支所）に宮古盛岡横断道路事業概要パネル及び新区界トンネル工事進捗パネルを設
置
・松園連絡所（公民館）、中央公民館、上田公民館、区界高原少年自然の家、プラザおでって（観光文化情報プ
ラザ）に「宮古盛岡横断道路通信」を配布

宮古市

・川井総合事務所、新里総合事務所に宮古盛岡横断道路事業概要パネル及び新区界トンネル工事進捗パネ
ルを設置
・道の駅に事業紹介展示コーナーを確保
・市役所ロビーでの工事進捗情報提供モニター及び工事進捗チラシの設置
・三陸国道事務所と共催で事業進捗パネル展を開催
・道の駅「たろう」仮オープンイベントにて、事業紹介展示コーナーの設置【事例１】
・道の日in宮古　クリーン作戦への参加（宮古道路をまもる会）
・田老地区運動会の際のパネル展開催
・市広報でパネル展開催のお知らせや、工事進捗「宮古箱石道路の貫通式」を掲載

大船渡市
・市役所ロビーにモニターを設置し工事進捗状況をお知らせ（H25.1～継続）
・市役所ロビー吉浜地区拠点センター、道の駅「さんりく」で「工事状況のお知らせ」を配布

久慈市

・市役所・支所・公民館等での工事進捗チラシの設置、ＨＰへの掲載
・市広報紙に工事進捗状況を掲載
・久慈秋祭りにおける｢北リアスみちづくり女性の会｣と合同による道路整備促進啓発活動（チラシの配布）の実
施

遠野市
・「道の駅」遠野風の丘に事業進捗パネルを設置
・市役所ロビー及び後方支援資料館に事業進捗パネル等を設置（H27.3～）

陸前高田市
・市役所、及び復興まちづくり情報館に「工事状況のお知らせチラシ」を配置
・「復興まちづくり情報館」に復興道路等の工事進捗をお知らせするモニター、パネルを設置

釜石市

・市役所市民課及び各生活応援センターで「工事状況のお知らせ」を配布
・市役所市民課に復興道路等の工事進捗をお知らせするモニターを設置(継続)
・道の駅「釜石仙人峠」内で「釜石道路かわら版」を掲示・配布、モニターにより完成イメージＣＧを放映
・市作成の「撓まず屈せず～復旧・復興の歩み～」で復興道路について連載【事例２】

大槌町
・大槌町役場、中央公民館に「かわら版」を掲示、配布
・役場ロビー及びｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰに復興道路等の工事進捗をお知らせするモニターを設置

山田町

・役場及び町民ホールでの工事進捗チラシの設置
・町民ホールでの工事進捗情報提供モニターの設置
・町広報紙とともに工事進捗チラシの配布
・観光協会ブログで工事進捗を発信
・山田町ウオーキングイベントとして、山田宮古道路を会場として提供（約３．５ｋｍ）

岩泉町
・役場での工事進捗チラシの設置
・工事進捗チラシの施工業者との連名発行、町内回覧とともに工事進捗チラシの配布
・町広報紙に工事進捗状況を掲載

田野畑村
・役場での工事進捗チラシの設置
・田野畑牛乳フェアの際のパネル展開催
・村広報紙に協議会における清掃活動や現場見学会記事などを掲載

普代村
・役場での工事進捗チラシの設置
・村広報紙に工事内容、施工業者の紹介記事を掲載
・ふだいまるごと元気市の際のパネル展開催

野田村
・役場内電子掲示板での工事進捗状況の提供
・地区回覧とともに工事進捗チラシの配布
・村広報紙に工事進捗状況を掲載

洋野町

・町役場ロビーでのパネルの展示設置
・町役場(支所),郵便局,町公共施設に工事進捗チラシを配布
・町内イベント（文化祭等）の際のパネル展開催
・いわて国体開催期間中の交通輸送業務に協力(臨時駐車場地を提供）
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【岩手県】

【事例１】道の駅「たろう」仮オープンイベントにて、
事業紹介展示コーナーの設置（宮古市）

【事例２】市作成の「撓まず屈せず～復旧・復興の歩み～」
で復興道路について連載（釜石市）
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石巻市

塩竃市

気仙沼市

登米市

南三陸町

東松島市

利府町

仙台市

多賀城市

女川町

松島町 ・石田沢防災センターに復興情報コーナーを設置

・東部道路の避難階段を使った津波訓練を実施。

・市広報誌において三陸自動車道多賀城インターチェンジ開通式の様子を掲載。

・Ｈ27年11月号町広報誌において、石巻女川ＩＣ開通式について掲載。

・町広報誌において、復興特集を定期的に掲載。
・町の行事等において、復興道路等の工事進捗を知らせるパネルを展示。

・市の総合防災訓練において矢本石巻道路の避難階段を利用した訓練を実施。

【宮城県】

・さんさん商店街において復興道路等の工事進捗を知らせるパネルを展示。
・町広報誌にて整備状況を周知。

・病院イベント（赤十字健康まつり）において復興道路の整備状況パネル展を開催。
【事例１】
・市の総合防災訓練において三陸沿岸道路の避難階段を利用した訓練を実施。
・市政教室において三陸沿岸道路の４車線化工事を紹介。

・市広報誌で復興特集を毎月掲載。
・平成25年9月より、市役所ロビーに復興情報コーナーを設置。
・宮城県と塩竃市が連携し、市内大型商業施設に復興情報コーナーを設置。

・「海の市」に気仙沼湾横断橋の模型を展示。
・「海の市」において復興道路等の工事進捗を知らせるパネルを展示。
・市広報誌で三陸沿岸道路の進捗情報を掲載。【事例２】

・登米市役所において復興道路等の工事進捗を知らせるパネルを展示。
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【事例２】広報誌で進捗情報を発信（気仙沼市）

【事例１】病院のイベントで復興パネルを展示（石巻市）

【宮城県】
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福島市
・福島市ホームページで復興道路を紹介
・市役所展望ロビー等2箇所において、復興支援道路の事業概要・工事進捗をお知らせするパネルを設置

相馬市

・ホームページや広報誌「広報そうま」に事業進捗状況等を掲載（H28継続）
・市役所ロビーにおいて復興道路工事の進捗状況を掲載(H28継続）
・市役所ロビーにおいて、開通に向けた民間事業者等の期待のメッセージ（ビデオレター）を放映
【事例１】

南相馬市 ・市役所ロビーにおいて復興道路工事の進捗状況を掲載(H28継続）

伊達市
・伊達市ホームページや広報誌「だて市政だより」による事業概要・工事進捗等の情報提供【事例２】
・市役所及び支所等5箇所において、復興支援道路の事業概要・工事進捗をお知らせするパネルを設置
・市内各小・中学校22校に工事状況ポスターを掲示

桑折町
・広報誌「広報こおり」に復興道路の記事を掲載。
・桑折町役場・睦合公民館において、復興道路の事業概要・工事進捗の状況を周知するパネルを設置
・桑折町ホームページのトップに復興道路・事業促進PPPのバナーを設定し紹介

国見町 ・国見町ホームページに復興道路紹介ホームページをリンク

新地町 ・町役場ロビーにおいて復興道路工事の進捗状況を掲載(H28継続）

○ 市町村別における「見える化」の取り組み 【福島県】

21



【事例１】市役所ロビー、廊下等で期待と進捗状況等を紹介（相馬市）

【事例２】広報誌に復興道路の記事を掲載（伊達市）

平成28年5月号 平成28年8月号

平成28年10月号 平成28年12月号

【福島県】
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復
興
道
路
の
活
用
・
整
備
効
果
に
つ
い
て

宮
城
県
土
木
部平
成
29
年
度
『
復
興
道
路
会
議
～
宮
城
県
～
』

平
成
29
年
６
月
20
日

資
料
－
５
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①
高
規
格
道
路
の
観
光
振
興
へ
の
活
用

仙
台
空
港
の
乗
降
客
数
は
，
4年
連
続
30
0万
人
を

突
破
し
，
平
成
28
年
は
31
6 万
人
を
記
録

61
,2

03
 6

1,
28

6 

43
,1

58
 52

,0
82

 
55

,6
91

 
57

,4
24

 
60

,7
72

 

0
10

,0
00

20
,0

00
30

,0
00

40
,0

00
50

,0
00

60
,0

00
70

,0
00

80
,0

00

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

（
千
人
）

H
25
に
30
0

万
人
を
突
破

平
成
28
年
3月
30
日
の
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会

議
（
議
長
：
内
閣
総
理
大
臣
）
」
に
お
い
て
は
，
「
観
光
先
進
国
」
の
実
現
に

向
け
た
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
，
『
高
速
道
路
な
ど
の
高
速
交
通
網
を

活
用
し
た
「
地
方
創
生
回
廊
」
を
完
備
し
，
全
国
ど
こ
へ
で
も
快
適

な
旅
行
を
実
現
』
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
県
で
は
，
平
成
28
年
７
月
１
日
に
国
管
理
空
港
と
し
て
全
国
初
と
な
る

仙
台
空
港
の
民
営
化
が
実
現
し
，
路
線
の

拡
充
や
増
便
な
ど
に
よ
り
，
利
便
性
が
向
上
。

こ
れ
を
契
機
に
，
空
港
を
運
営
す
る
仙
台

国
際
空
港
株
式
会
社
と
連
携
し
，
官
民
一
体
と

な
っ
た
東
北
の
広
域
観
光
推
進
等
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
，
広
く
東
北
全
体
に
経
済

効
果
を
波
及
さ
せ
て
い
く
。

宮
城
県
へ
の
観
光
客
入
込
数
は
，
H2
6比
で
33
5 万

人
増
で
，
震
災
前
(H
22
)の
99
.2
％
ま
で
回
復

宮
城
県
へ
の
観
光
客
入
込
数

仙
台
空
港
の
旅
客
動
向

H3
2

平
成
32
年
の
東
北
の
外
国
人

宿
泊
者
数
目
標
→
15
0 万

人

平
成
32
年
の
旅
客
数
目
標

→
41
0万

人

観
光
客
入
込
数
・
旅
客
数
・
外

国
人
宿
泊
者
数
の
目
標
達
成
に

向
け
て
，
空
港
民
営
化
に
よ
っ

て
利
便
性
向
上
を
図
る
と
と
も

に
，
三
陸
沿
岸
道
の
延
伸
効
果

を
十
分
に
活
用
し
な
が
ら
広
域

的
な
観
光
推
進
に
取
り
組
む

平
成
29
年
の
観
光
客
入
込
数

目
標
→
6,
70
0 万

人

H2
9

連
携
イ
メ
ー
ジ

出
典
：
東
北
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
資
料

(復
興
庁
)(
H2
8年
4月
15
日
)
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②
観
光
振
興
に
お
け
る
三
陸
沿
岸
道
路
の
効
果 南

三
陸
町

平
成
29
年
3月
3日

河
北
新
報
夕
刊

南
三
陸
海
岸

志
津
川

三
滝
堂

・三
陸
沿
岸
道
路
に
アク
セ
ス
す
る
県
道
大
島
浪
板
線
の

気
仙
沼
大
島
大
橋
が
H2
9.
3に
架
設
完
了
。架
設
後

の
GW
に
は
，
過
去
最
多
の
観
光
客
数
を
記
録
。

・今
後
，
気
仙
沼
大
島
大
橋
と併
せ
て
，
三
陸
沿
岸
道
路

の
延
伸
，
さら
に
，
気
仙
沼
湾
横
断
橋
が
出
来
るこ
とに
よ

り，
気
仙
沼
地
域
の
観
光
振
興
に
更
な
る
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

○
気
仙
沼
圏
域
の
観
光
客
入
込
数
は
震
災
の
影
響
に
より
，
平
成

23
年
度
は
79
万
人
(H
22
の
約
2割
)ま
で
減
小
。

○
平
成
27
年
度
の
観
光
客
入
込
客
数
は
21
5万
人
ま
で
回
復

(震
災
直
後
(H
23
)の
約
2.
7倍
)し
て
い
るも
の
の
，
観
光
復
興
に

は
，
さら
な
る
向
上
が
必
要
。

・平
成
29
年
3月
に
志
津
川
中
心
部
に
「さ
ん
さん
商
店
街
」が
新
た
に

オ
ー
プン
。

・三
陸
道
の
志
津
川
IC
及
び
南
三
陸
海
岸
IC
より
約
2k
m
(約
3分
)と

好
条
件
の
立
地
場
所
。

・オ
ー
プン
後
は
三
陸
道
志
津
川
IC
(H
28
.1
0)
及
び
南
三
陸
海
岸

IC
(H
29
.3
)の
開
通
と相
まっ
て
前
年
度
の
同
時
期
(4
月
)に
対
して

約
5倍
とな
る
7万
8千
人
が
来
場
。

ﾘｱ
ｽｱ
ｰｸ
美
術
館

田
束
山

平
成
の
森

徳
仙
丈
山

気
仙
沼

大
島

巨
釜
半
造

ひ
ころ
の
里

海
の
市

潮
吹
岩

龍
の
松

神
割
崎

気
仙
沼
市

被
災
沿
岸
地
域
の
観
光
復
興
に
は
，
三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
が
重
要
。

さら
に
，
三
陸
沿
岸
道
路
を
最
大
限
活
用
しな
が
ら，
豊
富
な
観
光
資
源
を生
か
した
観
光
振
興
を
図
って
い
く。

平
成
29
年
5月
27
日

河
北
新
報
朝
刊
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③
物
流
に
お
け
る
整
備
効
果

15
.1

8.
9

13
.8

17
.3

20
.3

16
.9

18
.0

0.
0

5.
0

10
.0

15
.0

20
.0

25
.0

H2
2

H
23

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

登
米
東
和
IC
～
南
三
陸
海
岸
IC

H
28
年
度
開
通

石
巻
女
川
IC
～
桃
生
豊
里
IC

H
29
.3

4車
線
化

鳴
瀬
奥
松
島
IC
～
石
巻
女
川
IC

H
27
.1
0
4車
線
化
，

石
巻
女
川
IC
開
通

仙
台
港
北
IC
～
利
府
中
IC

H
28
.3

4車
線
化
，
多
賀
城
IC
開
通

仙
台
塩
釜
港

南
三
陸
町

水
産
加
工
企
業

集
積
地

南
三
陸
海
岸
IC

石
巻
女
川
IC

仙
台
港
IC

南
三
陸
魚
市
場
の
水
揚

高
は
震
災
前
を
上
回

る
水
準
ま
で
回
復
。

ま
た
，
水
産
加
工
企

業
集
積
地
は
南
三
陸

海
岸
IC
に
直
結
し
て

立
地
し
て
い
る
た
め

，
物
流
の
効
率
化
や

鮮
度
向
上
に
期
待
。

三
陸
沿
岸
道
路
の
開
通
に
よ
り
地
域
の
基
幹
産
業

で
あ
る
水
産
業
を
支
援

震
災
前
を
上
回
る

三
陸
沿
岸
道
路
の
開
通
は
，
沿
線
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
復
興
に
大
き
く
寄
与
。

▲
南
三
陸
魚
市
場
の
水
揚
高
推
移

資
料
：
水
産
物
水
揚
統
計
（
宮
城
県
）

宮
城
県
南
三
陸
町

（
億
円
）

三
陸
沿
岸
道
路
の
「
延
伸
」
，
「
４
車
線
化
」
，

「
新
規
IC
開
通
」
に
よ
り
，
仙
台
塩
釜
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上

12
.5

14
.2

3.
9

5.
0

7.
1

5.
4

9.
9

7.
7

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

8.
0

10
.0

12
.0

14
.0

16
.0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H
25

H
26

H2
7

H2
8

仙
台
塩
釜
港
の
水
産
品

の
取
扱
量
は
震
災
後
，

徐
々
に
増
加
し
，
H2
8

は
震
災
後
（
H2
3）
の

約
２
倍
ま
で
増
加
｡

三
陸
道
の
延
伸
に
よ
り

取
扱
量
の
更
な
る
増
加

が
期
待
。

▲
仙
台
塩
釜
港
に
お
け
る
水
産
品
取
扱
量
推
移

※
「
移
出
」
と
「
輸
出
」
の
合
計
値
の
推
移

資
料
：
港
湾
統
計
（
宮
城
県
）

仙
台
塩
釜
港
の
水
産
品
の
取
扱
量
が
増
加

(速
報
値
)

徐
々
に
増
加

（
万
ト
ン
）
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④
地
域
振
興
へ
の
Ｉ
Ｃ
設
置
の
効
果

三 陸 沿 岸 道 路

女
川

魚
市
場

鳴
瀬
奥
松
島
IC
～
石
巻
女
川
IC

4車
線
化
(平
成
27
年
10
月
供
用
) 石
巻
女
川
IC

石
巻
女
川
IC
～
桃
生
豊
里
IC

4車
線
化
(H
29
年
3.
30
供
用
)

鳴
瀬

奥
松
島
IC

桃
生

豊
里
IC

国
道
39
8号
石
巻
バ
イ
パ
ス
Ⅱ
期

大
瓜
工
区
（
県
事
業
）

(平
成
29
年
度
完
成
予
定
)

女
川
町

市
街
地

牡
鹿
半
島
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
格

段
に
向
上

女
川
・
牡
鹿
半
島

方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
格
段
に
向
上

岩
手
県

主
要
地
方
道
大
島
浪
板
線

大
島
架
橋
事
業
（
県
事
業
）

(平
成
30
年
度
完
成
予
定
)

(仮
)気
仙
沼
IC
～
(仮
)気
仙
沼
港
IC

(平
成
31
年
度
供
用
予
定
)

(仮
)大
谷
IC
～
(仮
)気
仙
沼
IC

(平
成
29
年
度
供
用
予
定
)

（
仮
）

大
谷
IC

（
仮
）

気
仙
沼
IC

（
仮
）

気
仙
沼
港
IC

お
な
が
わ
復
興
ま
ち
び
ら
き
開
催
時
の

女
川
駅
前
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
様
子

女
川
漁
港
の
サ
ン
マ
水
揚
げ

H2
9.
3
中
央
径
間
仮
設
状
況

石
巻
女
川
Ｉ
Ｃ
の
開
通
及
び
前
後
区
間
の
4車
線
化
に
加
え
,

石
巻
バ
イ
パ
ス
Ⅱ
期
の
開
通
に
よ
り
,石
巻
圏
域
の
水
産
業
や

観
光
振
興
に
さ
ら
に
大
き
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

｢三
陸
道
の
開
通
｣及
び

｢大
島
架
橋
事
業
の
完
成
｣

が
気
仙
沼
圏
域
の
観
光
振

興
・
産
業
活
性
化
の
起
爆

剤
に

石
巻
女
川
Ｉ
Ｃ
設
置
の
効
果

（
仮
）
大
島
Ｉ
Ｃ
設
置
の
効
果

大
島
IC

気
仙
沼
圏
域
の
観
光

振
興
及
び
地
域
間
交

流
が
活
発
化
。

さ
ら
に
,三
陸
道
が
開

通
す
れ
ば
,他
圏
域
か

ら
の
交
流
が
見
込
め

る
。

他
圏
域
か
ら

の
交
流

気
仙
沼
圏
域

の
活
性
化

(仮
)唐
桑
北
IC
～
(仮
)陸
前
高
田
IC

(平
成
30
年
度
供
用
予
定
)

（
仮
）

唐
桑
北
IC

H2
8の
さ
ん
ま
の
水
揚
は
数
量
、
金
額
共
に
本
州
2位

の
実
績
を
誇
る
。
(H
28
実
績
：
13
,7
85
㌧
,約
25
億
円
)

H2
9ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
来
町
者
が

7万
70
00
人
を
上
回
り
，
前
年
度
の
約
３
倍
を
記
録
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⑤
復
興
道
路
等
の
沿
線
で
進
む
企
業
立
地
・
商
業
施
設

石
巻

大
崎

気
仙
沼

仙
台

北
部
道
路

登
米

栗
原

南
三
陸
海
岸

石
巻

女
川

志
津
川

南
三
陸
海
岸
IC
～
唐
桑
南
IC

(H
29
年
度
～
H3
2年
度
開
通
予
定
)

※
H2
9年
度
開
通
予
定
区
間

・
南
三
陸
海
岸
IC
～
歌
津
IC

・
(仮
)大
谷
IC
～
(仮
)気
仙
沼
IC

登
米

南
三
陸
町

★
道
の
駅
南
三
陸
（
構
想
）

オ
ー
プ
ン
予
定
H3
1年
度

※
南
三
陸
開
海
岸
IC
か
ら
約
2k
m
，
車
で
約
3分

平
成
29
年
1月
14
日

河
北
新
報
朝
刊

気
仙
沼
市

平
成
29
年
3月
13
日
河
北
新
報
朝
刊

市
内
の
水
産
加
工
施
設
集
積
地
２
地
区
に
お
い

て
，
分
譲
予
定
の
７
７
社
の
う
ち
5７
社
（
7割
）

が
本
格
的
に
再
建
。

平
成
28
年
9月
9日
河
北
新
報
朝
刊

★
商
業
テ
ナ
ン
ト
集
積
地

事
業
費
12
億
円

開
業
予
定
H3
0.
4

※
(仮
)気
仙
沼
北
IC
か
ら
約
2k
m
，
車
で
約
4分

(約
30
店
舗
)

三
滝
堂

志
津
川
IC
～
南
三
陸
海
岸
IC

(H
29
年
３
月
開
通
)

★
高
度
電
子
機
械
産
業

投
資
額
19
億
円

操
業
開
始
H2
9.
4

※
最
寄
り
IC
=
登
米
Ｉ
Ｃ

★
道
の
駅
三
滝
堂

オ
ー
プ
ン
開
始
H2
9.
4

※
三
陸
沿
岸
道
路

「
三
滝
堂
IC
」
に
隣
接

し
て
設
置

登
米
市

平
成
29
年
4月
2日

河
北
新
報
朝
刊

桃
生

豊
里

登
米
東
和
IC

～
三
滝
堂
IC

(H
28
年
4月
開
通
)

石
巻
女
川
IC

～
桃
生
豊
里
IC

(H
29
年
３
月
4車
線
化
)

栗
原
市

★
住
宅
用
建
材
企
業
立
地

築
館
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
完
売

平
成
28
年
12
月
15
日
河
北
新
報
朝
刊

県
北
高
速
幹
線
道
路
Ⅳ
期
(築
館
)

(H
30
年
度
供
用
予
定
)
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⑥
経
済
波
及
効
果
の
推
計
に
つ
い
て

【背
景
・目
的
】

東
日
本
大
震
災
以
降
，
宮
城
県
沿
岸
部
に
お
い
て
は
，
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
が
全
線
事
業
化
され
る
とと
も
に
，
常
磐
自
動
車
道
も
平
成
27
年
3月
に
全
線
供
用
さ

れ
，
高
規
格
道
路
の
整
備
が
加
速
的
に
進
め
られ
て
い
る
。

これ
らの
高
規
格
道
路
の
整
備
効
果
に
つ
い
て
は
，
費
用
便
益
分
析
に
よる
時
間
短
縮
効
果
に
留
まら
ず
，
県
内
又
は
全
国
的
な
経
済
効
果
を生
み
出
す
も
の
と考
え
ら

れ
る
こと
か
ら，
各
地
域
に
波
及
す
る
多
様
な
経
済
効
果
を推
計
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
別

道
路
網
整
備

道
路
網
整
備

時
間
短
縮

時
間
短
縮

全
国
一
律
の

時
間
価
値

便
益
(総
量
の
み
)

・走
行
時
間
短
縮

・走
行
経
費
減
少

・交
通
事
故
減
少

従
来
の
推
計

費
用
便
益
分
析
（
B/
C ）

整 備 効 果 の 「 質 」 を 実 感 ・ 理 解

企
業
へ
の
影
響

家
計
へ
の
影
響

行
政
へ
の
影
響

便
益
（
地
域
別
・

産
業
部
門
別
）

今
回
行
う推
計

B/
C分
析
で
の

アウ
トプ
ット

どの
地
域
に
、ど
の
主
体

に
、ど
の
くら
い
の
効
果

（
生
産
額
、雇
用
、所

得
、税
収
等
の
増
加
）

が
あ
る
の
か
分
か
らな
い

生
産
額
増
加

所
得
増
加

税
収
増
加

地
域
別
・産
業
別
の

生
産
額アウ
トプ
ット

①
地
域
別
に
経
済
効
果
を

把
握
可
能

②
産
業
別
に
経
済
効
果
を

把
握
可
能

③
主
体
別
（
企
業
、家
計
、

行
政
）
に
経
済
効
果
を

把
握
可
能

④
生
産
額
、所
得
、税
収

な
ど多
様
な
経
済
効
果

を把
握
可
能

期
待
さ
れ
る
道
路
の
整
備
効
果


国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
増
加


宮
城
県
の
総
生
産
（
Ｇ
Ｒ
Ｐ
）が
増
加


沿
岸
部
に
お
け
る
水
産
業
の
生
産
額
が
増
大


道
路
整
備
地
域
周
辺
の
製
造
業
（輸
送
機
械
等
）の
生
産
額
が
増
大


沿
岸
部
に
お
け
る
観
光
業
の
生
産
額
が
増
大


生
産
地
か
ら
卸
売
市
場
へ
の
出
荷
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
生
産
機
会
が
拡
大
、
あ
る
い
は
搬
送
時
間
の
遅
れ

に
よ
る
損
失
額
が
削
減


ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
間
総
労
働
時
間
が
削
減

時
間
短
縮

道
路
網
整
備

直
接
効
果

概
念
図
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復
興
道
路
会
議

資
料
－
６

仙
台
松
島
道
路
の
整

備
効

果

１
.
４
車
線
供
用
前
後
の
交
通
の
状
況

２
.
春
日
Ｐ
Ａ
(上

り
線
)駐

車
場

の
拡

張

宮
城
県
道
路
公
社

1
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復
興
・
創
生

復
興
・
創
生

実
行
年

実
行
年

加
速
化

１
.
４
⾞
線
供
⽤
前
後
の
交
通
の
状
況

2
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復
興
・
創
生

復
興
・
創
生

実
行
年

実
行
年

加
速
化

１
.
４
⾞
線
供
⽤
前
後
の
交
通
の
状
況

3

(台
/
日
）

H
2
2
年
度

H
2
4
年
度

H
2
5
年
度

H
2
6
年
度

H
2
7
年
度

H
2
8
年
度

H
2
7
-
H
2
8

増
減

前
年
比

全
車

1
7
,3
0
0

2
3
,3
0
0

2
4
,0
0
0

2
3
,7
0
0

2
5
,6
0
0

2
6
,9
0
0

1
,3
0
0

1
0
6
%

軽
自
動
車

2
,5
0
0

3
,6
0
0

3
,6
0
0

3
,7
0
0

4
,1
0
0

4
,3
0
0

2
0
0

1
0
5
%

普
通
車

1
2
,7
0
0

1
6
,7
0
0

1
7
,1
0
0

1
6
,8
0
0

1
7
,8
0
0

1
8
,9
0
0

1
,1
0
0

1
0
7
%

中
型
車
以
上

2
,1
0
0

3
,0
0
0

3
,3
0
0

3
,2
0
0

3
,7
0
0

3
,7
0
0

0
1
0
0
%

２
．
４
車
線
供
用
前
後
の
車
種
別
交
通
量
の
推
移

17
,3
00

2,
50

0

12
,7
00

2,
10

0

23
,3
00

3,
60

0

16
,7
00

3,
00

0

24
,0
00

3,
60

0

17
,1
00

3,
30

0

23
,7
00

3,
70

0

16
,8
00

3,
20

0

25
,6
00

4,
10

0

17
,8
00

3,
70

0

26
,9
00

4,
30

0

18
,9
00

3,
70

0

0

5,
00
0

10
,0
00

15
,0
00

20
,0
00

25
,0
00

30
,0
00

全
車

軽
自

動
車

普
通

車
中
型

車
以

上

交 通 量

(台
/日

）

車
種

別
交

通
量

の
推

移
H
22

年
度

H
24

年
度

H
25

年
度

H
26

年
度

H
27

年
度

H
28

年
度

松
島

北
IC
～
鳴

瀬
奥
松

島
IC
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復
興
・
創
生

復
興
・
創
生

実
行
年

実
行
年

加
速
化

２
．
春
⽇
PA
（
上
り線

）
駐
⾞
場
の
拡
張

4

34



常
磐

⾃
動

⾞
道

４
⾞

線
化

事
業

等
 

平
成

２
９

年
６

⽉
２

０
⽇

東
北

⽀
社

資
料
ー
７

35

82900094
ノート注釈
82900094 : Marked

82900094
長方形



１
．

常
磐

自
動

車
道

暫
定

２
車

線
区

間
機

能
強

化
（

４
車

線
化

・
付

加
車

線
）

■
平

成
２

７
年

３
月

の
全

線
開

通
後

の
交

通
量

増
加

に
よ

り
、

暫
定

２
車

線
区

間
で

速
度

低
下

が
み

ら
れ

る
こ

と
や

事
故

発
生

の
状

況
を

踏
ま

え
、

機
能

強
化

を
目

的
に

４
車

線
化

や
付

加
車

線
の

設
置

を
公

表
（

平
成

２
８

年
３

月
）

■
現

在
、

工
場

立
地

や
設

備
増

強
の

動
き

は
好

調
で

あ
り

、
４

車
線

化
や

付
加

車
線

の
設

置
に

よ
り

、
更

に
地

域
経

済
の

復
興

を
牽

引
す

る
こ

と
を

期
待

⼤
久
ト
ン
ネ
ル

Ｌ
＝
5
2
8
ｍ

原
町
ト
ン
ネ
ル

Ｌ
＝
7
5
0
ｍ

好
間
ト
ン
ネ
ル

Ｌ
＝
1
,2
5
0
ｍ

伊
達
市

白
石
市

岩
沼
市

名
取
市

田
村
市

川
内
村

小
野
町

い
わ

き
市

古
殿

町

平
田
村

広
野
町

葛
尾
村

飯
舘
村

川
俣

町

国
見

町

蔵
王

町

角
田
市

丸
森
町

大
河
原
町

川
崎
町

亘
理
町

柴
田

町村
田

町

新
地
町

山
元

町

相
馬
市

：
現
在
の
付
加
車
線
設
置
箇
所

：
速
度
低
下
の
見
ら
れ
る
箇
所 1

い
わ
き
中
央

い
わ
き
四
倉

広
野

常
磐
富
岡

浪
江

南
相
馬

相
馬

新
地

山
元

亘
理

岩
沼

1
2
.9
k
m

1
.5
k
m

1
.3
k
m

1
.9
k
m

0
.8
k
m

0
.8
k
m

0
.9
k
m

0
.9
k
m

1
.3
k
m

1
.5
k
m

0
.9
k
m

1
.3
k
m

0
.8
k
m

1
.2
k
m

6
.7
k
m

5
.4
k
m

8
.4
k
m

1
0
.1
k
m

5
.0
k
m

9
.9
k
m

3
.1
k
m

8
.5
k
m

2
.3
k
m

7
.6
k
m

1
2
.7
k
m

1
2
.4
k
m

7
.0
k
m

2
.2
k
m

1
1
.5
k
m

1
4
.8
k
m

8
.5
k
m

1
4
.4
k
m

1
8
.4
k
m

1
4
.3
k
m

1
6
.4
k
m

1
2
.8
k
m

1
3
.8
k
m

南
相
馬
市

楢
葉
町

富
岡
町

浪
江
町

双
葉

町

至
）
仙
台

至
）
東
京

双
葉

大
熊

大
熊
町

相
馬
市

ト
ン

ネ
ル

区
間

付
加

車
線

設
置

箇
所

（
案

）

橋
梁

区
間

4⾞
線
化
区
間

約
2７

km
4⾞

線
化
区
間

約
１
４
km

付
加
⾞
線
設
置
区
間

計
約
13
.5
km

36



２
．

常
磐

自
動

車
道

と
国

道
６

号
の

交
通

状
況

①
①

´

鳥
の

海
ス
マ
ー
ト
ＩＣ

亘
理
ＩＣ

白
石

ＩＣ

村
田

ＩＣ

■
内

陸
部

（
東

北
道

＋
国

道
４

号
）

の
交

通
量

が
減

少
（

約
１

～
４

千
台

）
、

沿
岸

部
（

常
磐

道
＋

国
道

６
号

）
の

交
通

量
が

増
加

（
約

７
～

８
千

台
）

■
特

に
、

内
陸

と
沿

岸
部

の
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

交
通

量
に

大
き

な
変

化
（

東
北

道
の

交
通

量
⇒

 約
１

～
３

千
台

減
少

、
常

磐
道

の
交

通
量

⇒
 約

６
～

７
千

台
増

加
）

31
5

30
0

18
3

18
9

37
5

35
0

92
16

0

69
0

65
0

27
5

34
9

0

20
0

40
0

60
0

80
0

開
通
前

開
通
後

開
通
前

開
通
後

（
百
台
／
日

）
東
北
道

＋
国
道
4
号

常
磐
道
＋

国
道
6
号

：
常

磐
道

：
国

道
6号

：
東

北
道

：
国

道
4号

①
－

①
´
断

面

81
9

10
00

（
百
台
／
日
）

東
北
道
＋

国
道
4
号

常
磐
道

＋
国
道
6
号

：
東

北
道

：
国

道
4号

：
常

磐
道

：
国

道
6号

②
－

②
´
断

面

②
②

´

③

③
´

南
相

馬
ＩＣ

南
相

馬
鹿

島
ス
マ
ー
ト
ＩＣ

福
島

西
ＩＣ

福
島

松
川

ス
マ
ー
ト
ＩＣ

郡
山

南
ＩＣ

須
賀

川
ＩＣ

小
野

ＩＣ

い
わ

き
三
和

ＩＣ

い
わ

き
中
央

ＩＣ

い
わ

き
四
倉

ＩＣ

H
27
.3
.1

開
通

・
東

北
道

：
村

田
ＩＣ

～
白
石

ＩＣ
間

・
常

磐
道

：
亘

理
ＩＣ

～
鳥
の

海
ス
マ
ー
ト
ＩＣ

間

36
2

35
2

13
9

15
1

45
7

42
6

59
12

3

81
9

77
8

19
8

27
4

0

20
0

40
0

60
0

80
0

開
通

前
開
通
後

開
通

前
開

通
後

・
東

北
道

：
福

島
西

ＩＣ
～
福

島
松
川

ス
マ
ー
ト
ＩＣ

間

・
常

磐
道

：
南

相
馬

鹿
島

ス
マ
ー
ト
ＩＣ

～
南
相

馬
ＩＣ

間

48
2

48
2

10
5

10
1

43
1

45
0

34
8

33
7

17
0

14
2

61
12

1

83
0

81
9

27
5

24
3

49
2

57
1

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

開
通

前
開
通
後

開
通
前

開
通
後

開
通
前

開
通
後

（
百
台
／
日

）

磐
越
道
＋
国
道
4
9
号

東
北
道
＋

国
道
4
号

常
磐
道
＋

国
道
6
号

：
常

磐
道

：
国

道
6号

：
東

北
道

：
国

道
4号

：
磐

越
道

：
国

道
49

号

③
－

③
´
断

面

・
東

北
道

：
郡

山
南

ＩＣ
～
須

賀
川
ＩＣ

間

・
磐

越
道

：
小

野
ＩＣ

～
い
わ

き
三

和
ＩＣ

間

・
常

磐
道

：
い
わ

き
四
倉
ＩＣ

～
い
わ

き
中

央
ＩＣ

間

【
出

典
：
国

土
交

通
省

東
北

地
方

整
備

局
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ

東
日

本
デ

ー
タ

】

・
開

通
前

：
平

成
２
６
年

３
月

１
日

（
土

）
～

平
成

２
７
年

２
月

２
８
日

（
土

）
の

日
平

均
値

・
開

通
後

：
平

成
２
７
年

３
月

２
日

（
月

）
～

平
成

２
８
年

９
月

１
日

（
木

）
の

日
平

均
値

2
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【位
置

図
】

11
.5
km

2.
2k
m

▼ ▲

山
元

鳥
の
海
P
A

亘
理

【⾞
線

運
⽤

】
吉

田
橋

（
J
R
交

差
）

0
.8
km

３
．

常
磐

⾃
動

⾞
道

及
 

仙
台

東
部

道
路

 
４

⾞
線

化
事

業
概

要
①

鳥
の

海
Ｐ
Ａ

・鳥
の

海
ス

マ
ー

トＩ
Ｃ

【４
⾞

線
化

施
⼯

数
量

】
【⽤

地
状

況
】

(K
P
)

2
9
5

2
8
9

2
9
0

2
9
1

2
9
2

2
9
3

2
9
4

2
9
6

2
9
7

2
9
8

2
9
9

3
0
0

L
=
1
2
4
m

(M
B
)

L
=
1
9
7
m

(P
R
C
B
,M

B
,P

R
C
B
)

L
=
4
8
m

(M
B
)

L
=
3
1
6
m

(M
B
)

長
大

橋

中
小

橋

L
=
5
9
m

(M
B
)

0
1

亘
理

岩
沼

(K
P
)

2

阿
武

隈
大

橋

長
大

橋

中
小

橋

L
=
5
2
8
m

(M
B
)

L
=
2
6
m

(P
C
G
)

■
土

量
：

約
6
0
～

7
0
万

ｍ
3

■
橋

梁
：

6
橋

（
全

体
延

長
約

1
,3

0
0
m

）
■

Ｂ
Ｏ

Ｘ
：

暫
定

施
工

6
0
基

■
用

地
買

収
：

Ⅰ
期

線
の

際
に

買
収

済
み

■
埋

蔵
文

化
財

：
Ⅰ

期
線

の
際

に
調

査
実

施
済

み

【詳
細

設
計

の
状

況
】

■
道

路
詳

細
設

計
、
橋

梁
詳

細
設

計
実

施
中

■
工

事
用

道
路

（
借

地
）
の

た
め

の
畦

畔
設

置
済

【⼯
事

⽤
進

⼊
路

】
【主

な
協

議
状

況
】

■
一

級
河

川
や

鉄
道

交
差

の
協

議
中

（
阿

武
隈

大
橋

、
吉

田
橋

）

【本
線

⼟
⼯

⼯
事

】

■
１
件

契
約

済
、
２
件

契
約

手
続

き
中
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橋
梁

名
称

阿
武

隈
大

橋

橋
梁

延
長

５
２
８
．
０
ｍ

上
部

工
型
式

鋼
５
径

間
連
続

箱
桁

橋

４
．

常
磐

⾃
動

⾞
道

及
 

仙
台

東
部

道
路

 
４

⾞
線

化
事

業
概

要
② ※

Ⅰ
期

線
の

延
長

及
び
構

造

4
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⼭
元
IC

⽔
路

農
道

⽔
路

⽔
路⽔
路

農
道

町
道

⾄
相
⾺

側
道

未
設

置
状

況

⽔
路

Ｂ
Ｏ

Ｘ

町
道

Ｂ
Ｏ

Ｘ

農
道

Ｂ
Ｏ

Ｘ

⽔
⽥

部

５
．

常
磐

⾃
動

⾞
道

及
 

仙
台

東
部

道
路

 
４

⾞
線

化
事

業
概

要
③

農
道

⽔
路

農
道

⽔
路

⾄
仙
台
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６
．

直
近

の
ス

マ
ー

ト
IC

完
成

箇
所

位
置

図

名
取

中
央

ス
マ

ー
ト
ＩＣ

平
成

２
９
年

３
月

１
８
日

開
通

6

山
元

南
ス

マ
ー

ト
ＩＣ

平
成

２
９
年

４
月

１
日

開
通

山
元

IC
～

岩
沼

IC
（
４
車

線
化

）
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写
真

①

←
至

福
島

７
．

仙
台

東
部

道
路

名
取

中
央

ス
マ

ー
ト

Ｉ
Ｃ

完
成

（
平

成
2

9
年

３
月

1
8

日
開

通
)

7

写
真

①

至
仙

台
→

（
仙

台
東

部
道

路
（
仙

台
空

港
ＩＣ

～
名

取
ＩＣ

間
）
）
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８
．

常
磐

自
動

車
道

山
元

南
ス

マ
ー

ト
Ｉ

Ｃ
完

成
（

平
成

2
9

年
4

月
1

日
開

通
)

8

写
真

①

←
至

福
島

至
仙

台
→

（
常

磐
自

動
車

道
（
新

地
ＩＣ

～
山

元
ＩＣ

間
））
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新
地

H
2
6
.1
2
.6

開
通

H
2
1
.9
.1
2

開
通

山
元

亘
理

（
参

考
１

）
常

磐
自

動
車

道
開

通
後

の
整

備
効

果
①

■
現

時
点

で
、

福
島

県
及

び
宮

城
県

南
部

沿
岸

地
域

の
企

業
立

地
数

は
、

最
高

記
録

を
更

新
中

■
平

成
２

７
年

１
月

以
降

の
企

業
立

地
投

資
額

に
よ

る
経

済
波

及
効

果
は

約
１

，
９

４
０

億
円

■
福

島
県

浜
通

り
地

域
で

は
、

平
成

２
７

年
１

月
以

降
の

企
業

立
地

に
よ

り
約

１
，

５
０

０
名

の
新

規
雇

用
発

生
の

見
込

み

■
浜

通
り

地
域

の
企

業
立

地
が

地
域

経
済

の
復

興
を

牽
引

▼
常

磐
道
沿
線
地
域
で
の
工
場
増
新
設
の
動
き

H
27
.1
⽉
以
降

82
件

▼
常

磐
道

沿
線
地

域
の
工

場
増
新

設
件
数

の
推
移

29
31

7
15

う
ち 宮
城
県
内

うち 福
島
県
内

常
磐

道
沿

線
地

域
：い

わ
き

市
、
南

相
馬

市
、
相

馬
市

、
新

地
町

、
飯

舘
村

、
広

野
町

、
楢

葉
町

、
富

岡
町

、
川

内
村

、
大

熊
町

、
双

葉
町

、
浪

江
町

、
葛

尾
村

、
名

取
市

、
岩

沼
市

、
亘

理
町

、
山

元
町

※
常

磐
道

整
備

率
は

、
各

年
４
月

１
日

時
点

平
成

２
７
年

１
月

以
降

の
常

磐
道

沿
線

地
域

の
企

業
立

地
８
２
件

に
よ

る

Ｈ
2

8
.1

2
.2

0
発

表
資

料
よ

り
抜

粋

い
わ
き
四
倉

常
磐
富
岡

浪
江

南
相
馬

相
馬 広

野

H
2
7
.3
.1

開
通

H
2
6
.1
2
.6

開
通

H
2
4
.4
.8

開
通

9

企
業

⽴
地

時
期

：
H
2
3
．

4
以

降
：
H
2
7
．

1
以

降
：
H
2
3
．

3
以

前

：
⽴

地
数

１
件

：
⽴

地
数

２
 

３
件

：
⽴

地
数

４
 

9件
：

⽴
地

数
10

件
以

上

出
典

：
福

島
県

企
業

立
地

課
宮

城
県

産
業

立
地

推
進

課
※

企
業

立
地

年
は

、
届

出
時

（
建

物
着

工
時

）
の

操
業

予
定

年
を

示
す

82
件

（
う
ち
福
島
県
60
件
）

（
う
ち
宮
城
県
22
件
）

企
業
⽴
地

企
業

立
地

８
２
件

に
よ

る
経

済
波

及
効

果
は

約
１
，
９
４
０
億

円
（
H
2
7
.1

～
H
3
0
.7

）

※
福

島
県

・
宮

城
県

内
の

立
地

企
業

（
福

島
県

・
宮

城
県

調
べ

）
の

投
資

額
（予

定
額

も
含

む
）を

基
に

算
出

▼
福

島
県

浜
通
り
地

域
に
お
け
る
工
場

増
新
設

に
伴

う
新

規
雇

用
者

数

Ｈ
26

.1
2

開
通

浪
江

 
南

相
⾺

相
⾺

 
⼭

元

Ｈ
24

.8
開

通
⽬

標
公

表
H

26
浪

江
 

南
相

⾺
H

26
相

⾺
 

⼭
元

Ｈ
24

.4
開

通
南

相
⾺

 
相

⾺

Ｈ
21

.9
開

通
⼭

元
 

亘
理

Ｈ
27

.3
.1

全
線

開
通

H
27
.1
⽉
以
降

新
規
雇
⽤
者
数

約
1,
５
00
⼈

浜
通

り地
域

：
い

わ
き

市
、南

相
⾺

市
、相

⾺
市

、新
地

町
、飯

舘
村

、
広

野
町

 楢
葉

町
 富

岡
町

 川
内

村
 ⼤

熊
町

 
双

葉
町

 浪
江

町
 葛

尾
村

※
新

規
雇

⽤
者

数
は

、届
出

時
（

建
物

着
⼯

時
）

に
お

け
る

予
定

⼈
数

資
料

：
福

島
県

企
業

立
地

課

平
成

２
７
年

１
月

以
降

の
福

島
県

浜
通

り
の

企
業

立
地

６
０
件

に
よ

る
新

規
雇

用
者

数
は

約
１
，
５
０
０
人
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（
参

考
２

）
常

磐
自

動
車

道
開

通
後

の
整

備
効

果
②

■
福

島
県

浜
通

り
地

方
は

降
雪

が
少

な
く

、
安

定
し

た
気

象
状

況

■
Ｈ

２
８

.１
.１

８
大

雪
に

よ
る

東
北

道
通

行
止

め
時

、
常

磐
道

の
大

型
車

交
通

量
が

平
常

時
に

比
べ

約
2

,1
0

0
台

増
加

し
、

代
替

機
能

を
発

揮

▼
平

成
２
８
年

１
月

１
８
日

の
大

雪
時

の
大

型
車

交
通

動
向

1
0
,0

0
0
 

1
2
,0

0
0
 

1
4
,0

0
0
 

1
0
,0

0
0
 

1
2
,0

0
0
 

1
4
,0

0
0
 

福
島

西
ＩＣ

福
島

飯
坂

ＩＣ

福
島

西
ＩＣ

２
２

ｃ
ｍ

南
相

馬
IC

二
本

松
IC

南
相

馬
ＩＣ

0
ｃ

ｍ
▼

浪
江

ＩＣ
～

南
相

馬
ＩＣ

▼
本

宮
ＩＣ

～
二

本
松

ＩＣ

(台
/
日

)
(台

/
日

)

Ｈ
2

8
.1

2
.2

0
発

表
資

料
よ

り
抜

粋

1
0

3
,0

0
0

 

5
,1

0
0

 

0
 

2
,0

0
0
 

4
,0

0
0
 

6
,0

0
0
 

8
,0

0
0
 

平
常

時

（
1
/
2
5
）

大
雪

時

（
1
/
1
8
）

1
2

,9
0

0
 

9
,6

0
0

 

0
 

2
,0

0
0
 

4
,0

0
0
 

6
,0

0
0
 

8
,0

0
0
 

平
常

時

（
1
/
2
5
）

大
雪

時

（
1
/
1
8
）

須
賀

川
ＩＣ

２
３

ｃ
ｍ

白
河

ＩＣ

須
賀

川
ＩＣ

浪
江

IC
本

宮
IC

二
本

松
IC

通
行

止
め

区
間

通
行

止
め

時
間

白
河

ＩＣ
～

須
賀

川
ＩＣ

1
0
:0

0
～

1
9
:0

0

福
島

西
ＩＣ

～
福

島
飯

坂
ＩＣ

1
5
:0

0
～

1
8
:0

0

い
わ

き
中

央
ＩＣ

0
ｃ

ｍ

い
わ

き
中

央
ＩＣ

【
出

典
】交

通
量

：
Ｎ

Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ

東
日

本
デ

ー
タ

各
IC

の
数

値
：
H
2
8
.1

.1
8
の

累
計

積
雪

深
（N

E
X
C
O
東

日
本

調
べ

）
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（
参

考
３

）
常

磐
自

動
車

道
開

通
後

の
整

備
効

果
③

■
山

元
い

ち
ご

農
園

は
、

震
災

後
の

平
成

２
４

年
３

月
に

オ
ー

プ
ン

■
常

磐
道

の
全

線
開

通
以

降
の

「
い

ち
ご

狩
り

シ
ー

ズ
ン

」
に

は
、

来
訪

者
が

約
２

．
２

倍
に

増
加

し
震

災
後

最
高

の
入

れ
込

み
客

数
を

記
録

■
好

調
を

受
け

、
震

災
で

失
っ

た
山

元
ワ

イ
ン

を
５

年
ぶ

り
に

復
活

さ
せ

、
地

域
の

経
済

活
性

化
に

取
り

組
む

山
元
Ｉ
Ｃ山
元
町

▼
山

元
い

ち
ご

農
園

▼
山

元
い

ち
ご

農
園

の
い

ち
ご

狩
り
来

客
者

数

H
26

.1
2

浪
江

～
南

相
馬
間

相
馬

～
山

元
間

開
通

H
27

.3
全

線
開

通

H
24

.4
南

相
馬

～
相

馬
間

開
通

▼
山

元
ＩＣ

に
お

け
る

福
島

県
・関

東
の

常
磐

道
沿

線
か

ら
の

利
用

割
合

13
.1
%

15
.2
%

5.
1%

5.
0%

10
.0
%

15
.0
%

20
.0
%

25
.0
%

13
.1
%

20
.3
%

約
7%

増
加

Ｈ
2

8
.1

2
.2

0
発

表
資

料
よ

り
抜

粋

1
1

福
島
県
、
関
東
か

ら
の
来
客
が
増
加

開
通

※
H
24

ｼ
ｰ
ｽ
ﾞﾝ
：H

24
.3
～
H
24
.5
，
H
25
ｼ
ｰ
ｽ
ﾞﾝ
：H

24
.1
2～

H
25
.5
，

H
26

ｼ
ｰ
ｽ
ﾞﾝ
：H

25
.1
2～

H
26
.5
，
H
27
ｼ
ｰ
ｽ
ﾞﾝ
：H

26
.1
2～

H
27
.5
，

H
28

ｼ
ｰ
ｽ
ﾞﾝ
：H

27
.1
2～

H
28
.5

0.
0%

全
線
開
通
前
（
H2

6.
12

‐H
27

.2
）

全
線
開
通
前
（
H2

7.
12

‐H
28

.2
）

常
磐
富
岡
IC
以
北

関
東
、
常
磐
富
岡
IC
以
南

※
山

元
ＩＣ

イ
ン

タ
ー

相
互

出
入

交
通

量
：山

元
ＩＣ

⇔
福

島
県

常
磐

道
い

わ
き

勿
来

ＩＣ
～

新
地

ＩＣ
茨

城
県

・
千

葉
県

の
全

ＩＣ

【
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

日
本

デ
ー
タ
】

▼
完

成
し

た
ワ

イ
ン

工
場

建
屋

は
平

成
2
8
年

8
月

に
完

成
し

、
1
1
月

か
ら

稼
働

撮
影

：
仙

台
河

川
国

道
事

務
所
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三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
効
果

〜
観
光
交
流
の
振
興
・地
域
活
性
化
〜

・南
三
陸
町
へ
の
ア
クセ
ス
性
が
向
上
し、
町
内
の
観
光
交
流
の
振
興
、地

域
活
性
化
が
促
進

・仙
台
か
らの
広
域
観
光
の
促
進
も
期
待
され
る

登
⽶
IC

桃
⽣
豊
⾥
IC 河
北
IC

⽯
巻
河
南
IC

⽯
巻
港
IC

⽮
本
IC

仙 台 市 ⽅ ⾯

南
三
陸
町

⽯
巻
市

登
⽶
市

歌
津
IC

歌
津
北
IC
(仮
)

⾄
気
仙
沼
市

Ｅ
４
５

⽯
巻
⼥
川
IC

桃
⽣
津
⼭
IC

登
⽶
東
和
IC

三
滝
堂
IC

志
津
川
IC

南
三
陸

海
岸
IC

⽯
巻

⼥
川
町

南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街

・H
29
.3
.3
に
オ
ー
プ
ン。
町
外
か
らも
多
くの
⼈
が
訪
れ
、開

業
１
ヶ⽉

で
約
20
万
⼈
、3
ヶ⽉

で
約
35
万
⼈
が
来
場
。

・商
店
街
移
転
前
も
三
陸
沿
岸
道
路
の
志
津
川
IC
供
⽤
（
H2
8.
10
.3
0）

に
よ
り、
H2
5以

降
の
落
ち
込
み
か
ら回

復
し、
⼊
込
客
数
は
約
1.
8倍

に
増
加
。

【G
W
期
間
中
の
様
⼦
】

今
後
、広
域
観
光
の
促
進
に
も
期
待

（
例
：
仙
台
〜
⽯
巻
〜
⼥
川

〜
南
三
陸
町
〜
仙
台
） ⼥
川

南
三
陸
ハ
マ
ー
レ
歌
津
（
旧
伊
⾥
前
福
幸
商
店
街
）

・H
29
.4
.2
3に
オ
ー
プ
ン。

・G
W
期
間
中
に
は
最
⼤
15
,0
00
⼈
/⽇
が
来
場
。

31
22

23
24

41

01020304050

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

【さ
ん
さん
商
店
街
⼊
込
客
数
】

(万
⼈
/年
)

約
1.
8倍

に
増
加

【G
W
期
間
中
の
様
⼦
】

【オ
ー
プ
ン時

の
様
⼦
】

南
三
陸
町

資
料
８
‐１
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三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
効
果

〜
⽔
産
業
・⽔
産
加
⼯
業
の
振
興
〜

・南
三
陸
町
は
、銀

ザ
ケ
、わ
か
め
等
の
養
殖
業
や
⽔
産
加
⼯
業
が
盛
ん
で
あ
り、
全
国
的
に
も
⾼
い
シ
ェア
を
誇
る

・⽔
産
物
や
⽔
産
加
⼯
品
の
輸
送
時
、⼟

地
区
画
整
理
事
業
や
賑
わ
い
拠
点
の
集
積
が
進
む
志
津
川
中
⼼
部
の

回
避
が
出
来
、安

定
した
輸
送
に
よ
り、
⽔
産
物
等
の
輸
送
の
効
率
化
及
び
輸
送
時
間
の
短
縮
に
よ
る
卸
売
価
格
の

上
昇
が
期
待
され
る
。

・ま
た
、志

津
川
湾
（
藻
場
）
は
ラム
サ
ー
ル
条
約
登
録
を
⽬
指
して
お
り、
FS
C（

森
林
認
証
制
度
）
、
AS
C（

養
殖
認

証
制
度
）
と併

せ
て
地
域
ブ
ラン
ド⼒

の
向
上
等
も
期
待
され
る

銀
ザ
ケ

13
,0
07
ｔ

（
H2
7）

⼥
川
町

50
.0
％

⽯
巻
市

27
.3
％

南
三
陸
町

22
.6
％

わ
か
め
類

15
,7
02
ｔ

（
H2
7）

南
三
陸
町

41
.9
%

⽯
巻
市

23
.9
% 気
仙
沼
市

29
.7
%その

他
4.
5%

宮
城
県
は
全
国
第
1位

（
全
国
シ
ェア
：
93
％
）

宮
城
県
は
全
国
第
2位

（
全
国
シ
ェア
：
32
％
）

資
料
：
平
成
27
年
漁
業
・養
殖
業
⽣
産
統
計

【宮
城
県
、南
三
陸
町
の
銀
ザ
ケ
・わ
か
め
類
の
収
穫
量
】

志
津
川
IC

南
三
陸
海
岸
IC

歌
津
IC

歌
津
北
IC
(仮
)

⾄
気
仙
沼
市

⾄ 登 ⽶ 市 ・ ⽯ 巻 市 ・ 仙 台 市

志
津
川
中
⼼
部

・⼟
地
区
画
整
理
事
業
が
進
み
、H
29
.3
に
は
さん
さん

商
店
街
が
移
転
オ
ー
プン
した
ほ
か
、道

の
駅
や
震
災
復

興
祈
念
公
園
も
整
備
中
。

・H
29
.7
に
は
(仮
)ア
ップ
ル
タウ
ン南

三
陸
シ
ョッ
ピン
グ

セ
ンタ
ー
も
オ
ー
プ
ン予

定
。

：
⽔
産
加
⼯
関
連
企
業

の
集
積
エ
リア

南
三
陸
町
卸
売
市
場

南
三
陸
町

南
三
陸
町
卸
売
市
場
、⽔
産
加
⼯
関
連

企
業
等
か
ら
の
輸
送
効
率
化
が
期
待

志
津
川
湾
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
に
向
け
た
取
り組

み
等

・H
28
.9
.3
0、
志
津
川
湾
の
藻
場
を
保
護
す
る
た
め
、平

成
30
年
に
ラム
サ
ー
ル
条

約
登
録
を
⽬
指
す
⽅
針
を
固
め
る
。

・海
藻
の
藻
場
の
登
録
は
国
内
で
は
例
が
な
い
。

志
津
川
湾

Ｅ
４
５

南
三
陸
町

資
料
８
‐１
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南
三
陸
町
ま
ち
な
か
再
⽣
計
画
に
つ
い
て

志
津
川
地
区

エ
リア
配
置
図

ま
ち
な
か
再
⽣
計
画
の
対
象
区
域
の
位
置

【G
W
期
間
中
の
様
⼦
】

志
津
川
地
区

南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街

歌
津
地
区

南
三
陸
ハ
マ
ー
レ
歌
津

三
陸

沿
岸

道
路

志
津
川

IC

南
三
陸
海

岸
I
C

歌
津

I
C
(仮

)

歌
津

北
IC
(仮

)

・
三
陸
道

開
通
区
間

：
事
業
中
区
間
：

・
国

道
：

凡
例

【G
W
期
間
中
の
様
⼦
】

・南
三
陸
町
ま
ち
な
か
再
⽣
計
画
に
お
い
て
、志

津
川
地
区
・歌
津
地
区
は
安
全
・安
⼼
か
つ
賑
わ
い
の
あ
る
市
街
地
の
形
成

を
⽬
指
す
こと
とし
、国

道
沿
い
を
中
⼼
とし
た
地
域
を
町
の
暮
らし
や
な
りわ
い
を
⽀
え
る
「ま
ち
な
か
」と
して
位
置
づ
け

・三
沿
道
が
延
伸
し、
暮
らし
や
な
りわ
い
を
⽀
え
る
「２
つ
の
ま
ち
な
か
」の
再
⽣
に
寄
与

復
興
祈
念
公
園
エ
リア

体
験
観
光
エ
リア

⾃
然
公
園
エ
リア

教
育
・⽂
化

エ
リア

⽔
産
エ
リア

観
光
・商
業
エ
リア

道
の
駅
予
定
箇
所

志
津
川
市
街
地
地
区

歌
津
（
伊
⾥
前
）
地
区

南
三
陸
町

資
料
８
‐１
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三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
効
果

～
観
光
客
増
加
～

登
米

市

登
米

ＩＣ

築
館
ＩＣ

国 道 ４ 号

み
や

ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路

◆
登
米
Ｉ
Ｃ
は
、
内
陸
部
と
沿
岸
部
を
結
ぶ
重
要
な
「
広
域
交
流
拠
点
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
三
沿
道
・
三
滝
堂
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
し
た
「
道
の
駅
三
滝
堂
」
が
平
成
29
年
4月

1日
完
成
し
、

内
陸
部
と
沿
岸
部
の
接
続
点
と
し
て
、
登
米
市
の

総
合
的
な
観
光
窓
口
と
し
て
、
観
光
客
数

の
更
な
る
増
加
に
期
待
で
き
ま
す
。

2,
20

8 
2,

19
2 

2,
12

6 

2,
36

7 
2,

48
5 

2,
77

2 

2,
28

8 

2,
62

0 
2,

57
6 

2,
66

6 
2,

71
0 

2,
74

4 

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

Ｈ
17

Ｈ
18

Ｈ
19

Ｈ
20

Ｈ
21

Ｈ
22

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

H
2
1
年

度
三

沿
道

登
米

東
和

IC
供
用
開
始
後
増
加

震
災
後
の
落
込
み
か
ら

三
沿

道
・
み

や
ぎ
県

北
の

供
用

(H
2
3
)に

併
せ

回
復

▼
登

米
市
観
光
客

数
の
推
移

千
人

▼
道

の
駅

「
三

滝
堂

」
G

.W
.の

様
子

0

10
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

H
29

年
4月

H
29

年
5月

レ
ス
ト
ラ
ン

物
産
関
係

▼
道

の
駅
「
三
滝

堂
」
入
込
客

数

6,
71

4
6,

73
3

27
,3

97

36
,5

32

29
,7

99

34
,1

11

人

H
2
0
年

度
三

沿
道

登
米

IC
供
用
開
始
後
増
加

（
「
登

米
市

商
工

観
光

振
興

計
画

」
よ
り
）

（
道

の
駅

「
三

滝
堂

」
調

べ
）

◆
「
道
の
駅
三
滝
堂
」
を
登
米
地
域
及

び
内
陸
・
沿
岸
地
域
の
観
光
・
交
流
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
入
り
口
）
に
位
置
づ

け
，
市
内
に
あ
る
四
つ
の
道
の
駅
や

物
産

販
売

施
設

な
ど
と
連

携
し
た
市

内
物

産
品

の
販

売
・
Ｐ
Ｒ
は

も
と
よ
り
，

登
米
市
全
体
の
魅
力
発
信
の
拠
点
施

設
と
し
て
，
登

米
市

の
観

光
・
交

流
人

口
の

拡
大

を
目

指
し
ま
す
。

築
館
IC

登
米
IC

登
米
東
和
IC

三
滝
堂
IC

道
の
駅

「
三

滝
堂

」

登
米

市
資

料
８
-
２
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三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
効
果

～
工
業
団
地
分
譲
が
加
速
化
～

登
米

市

登
米

ＩＣ

築
館
ＩＣ

国 道 ４ 号

み
や

ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路

◆
登
米
市
で
は
、
三
沿
道
の
延
伸
や
、
東
北
道
と
三
沿
道
を
結
ぶ
み
や
ぎ
県
北
高
速
幹
線
道
路
の
整
備
等
を
受
け
、
工
業
団
地
の
整
備
・
分
譲

が
進
ん
で
い
ま
す
。

▼
登
米
市
内
工
業
団
地
の
分
譲
面
積
、
立
地
企
業
数
の
推
移

16
16

17
18

19
22

22
22

23
23

23

0510152025

02040608010
0

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

H
31

分
譲

済
面
積

分
譲
可
能
面
積

立
地

企
業
数

（
ha

）
（

社
）

H
2
9
年

度
～

長
沼
第
二
工
業
団
地

分
譲
開
始

H
3
1
年

度
～

（
仮

）
登

米
イ
ン
タ
ー
工

業
団

地
分
譲
開
始
予
定

▼
長
沼
第
二
工
業
団
地

（
「
登

米
市

の
投

資
環

境
」
よ
り
作

成
）

築
館
IC

登
米
IC

登
米
東
和
IC

三
滝
堂
IC

道
の
駅

「
三

滝
堂

」

長
沼
第
二
工
業
団
地

H
2
9
.4
.1
分

譲
開

始

（
仮

称
）
登

米
イ
ン
タ
ー
工

業
団
地

H
3
1
.4
月

分
譲

開
始

予
定

65
 71

 75
 70

 68
 6

8 
71

 75
 7

5 
74

 

1.
00

1.
15

1.
00

1.
08

0.
90

1.
00

1.
10

1.
20

1.
30

1.
40

556065707580

H1
8H

19
H2

0H
21

H2
2H

23
H2

4H
25

H2
6H

27

(億
円

)
登

⽶
市

の
伸

び
率

宮
城

県
の

伸
び

率
登

⽶
IC

ま
で

開
通

桃
⽣

津
⼭

IC
ま

で
開

通
登

⽶
東

和
IC

ま
で

開
通 （
資

料
：
地

方
財

政
状

況
調

査
関

係
資

料
）

▼
登
米
市
の
地
方
税
歳
入
状
況
の
推
移

登
米

市
資

料
８
-
２
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三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
効
果

－
物
流
の
効
率
化
に
よ
る
⽔
産
業
の
復
旧
の
加
速
化
－

■
輸
送
経
路
と
所
要
時
間
の
変
化

一
関

市

気
仙

沼
市

首
都

圏

三
陸

道
開

通
後

約
７
時
間

気
仙
沼
港
〜
東
京
市
場
間

約
6時

間
20
分

約
４
０
分
短
縮

○
気

仙
沼

市
魚

市
場

の
水

揚
げ

量
（
数

量
）
は

震
災

前
の

７
５

％
の

水
準

ま
で

回
復

し
ま

し
た

が
、

こ
こ

数
年

は
足

踏
み

状
態

が
続

い
て

い
ま

す
。

○
三

陸
沿

岸
道

路
の

全
線

開
通

に
よ

り
、

首
都

圏
等

へ
の

さ
ら

な
る

輸
送

効
率

化
・
鮮

度
向

上
が

図
ら

れ
、

取
扱

量
（
シ

ェ
ア

）
の

増
加

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

ま
た

，
中

部
・
関

西
圏

な
ど

出
荷

先
の

拡
大

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

○
三

陸
沿

岸
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

水
産

業
の

復
旧

・
復

興
の

加
速

化
が

期
待

さ
れ

ま
す

。

国
道
28
4号

～
東

北
道

（
現

状
）

気
仙

沼
市

魚
市

場
の

水
揚

げ

10
.4
 

2.
8 

5.
8 

6.
2 

7.
9 

7.
7 

7.
6 

22
5 

85
 

14
3 

15
7 

17
1 

21
3 

19
9 

010
0

20
0

30
0

40
0

50
0

051015

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

数
量
(万

ト
ン
)

金
額
(億

円
)

(
万

ト
ン

)
（

億
円

）

震
災

前
の

７
５

％
前

後
ま

で
回

復
（
復

興
の

道
半

ば
）

資
料

：
「
気

仙
沼

の
水

産
」
（
気

仙
沼

市
発

行
）

【
気

仙
沼

市
震

災
復

興
計

画
重

点
事

業
№

6
】

漁
港

別
生

鮮
カ

ツ
オ

の
水

揚
げ

（
H

2
7
）

2
26

1
64

2
6

4
5

8
5

6
2
6

05010
0

15
0

20
0

25
0

(
百

ト
ン

) 気 仙 沼

宮
城

4
4.
1
%

千
葉

3
7.
8
%

鹿
児

島

5
.5
%宮

崎

4
.1
%

静
岡

2
.4
%

岩
手

2
.1
%

そ
の

他

4
.1
%

築
地

市
場

に
お

け
る

カ
ツ

オ
の

取
り

扱
い

実
績

（
H

2
7
）

勝 浦
銚 子

鹿 児 島

大 船 市

長 崎
山 川

石 巻

資
料

：
産

地
推

進
物

流
通

統
計

資
料

：
東

京
中

央
卸

売
市

場
Ｈ

Ｐ

気
仙

沼
市

資
料

８
‐３
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三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
効
果

－
物
流
の
効
率
化
に
よ
る
⽔
産
加
⼯
業
の
復
旧
の
加
速
化
－

■
気

仙
沼

市
赤

岩
水

産
加

工
団

地
（
約

1
9
.9

h
a）

区
画

数
１

４
区

画

う
ち

稼
働

済
４

区
画

（
４

社
）

建
設

中
２

区
画

（
２

社
）

（
Ｈ

２
９

．
３

月
末

現
在

）

水
産

加
工

業
の

回
復

状
況

○
震

災
に

よ
り

壊
滅

的
な

被
害

を
受

け
た

水
産

加
工

業
の

生
産

額
は

震
災

前
の

約
６

０
％

の
水

準
ま

で
回

復
し

て
い

ま
す

。

○
（
仮

称
）
気

仙
沼

港
ＩＣ

が
開

通
す

れ
ば

、
仙

台
や

首
都

圏
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
に

よ
り

、
水

産
加

工
業

の
復

旧
・
復

興
の

加
速

化
が

期
待

さ
れ

ま
す

。

〇
稼

働
済

み
の

４
区

画
に

よ
っ

て
，

正
社

員
３

９
名

，
非

正
社

員
３

５
名

の
雇

用
が

生
ま

れ
て

お
り

，
今

後
も

新
た

な
雇

用
拡

大
に

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

至
陸

前
高

田

至
仙

台 11
.0
 

2.
1 

4.
2 

5.
1 

6.
7 

42
2 

12
6 

22
4 

23
9 

31
8 

015
0

30
0

45
0

60
0

75
0

90
0

051015

H2
1

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

数
量
(万

ト
ン
)

金
額
(億

円
)

(
万
ト
ン
)

（
億
円
）

震
災

前
の

約
６

０
％

ま
で

回
復

（
年

度
）

資
料

：
「
気

仙
沼

の
水

産
」
（
気

仙
沼

市
発

行
）

【
気

仙
沼

市
震

災
復

興
計

画
重

点
事

業
№

6
】

気
仙

沼
市

資
料

８
‐３
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三 陸 沿 岸 道 路 開 通 効 果

気
仙

沼
市

、
一

関
市

室
根

村
・
千

厩
町

、
陸

前
高

田
市

２
５

ｋ
ｍ

圏
内

人
口

約
１

０
万

人

気
仙

沼
市

、
一

関
市

室
根

村
・
千

厩
町

、
陸

前
高

田
市

、
大

船
渡

市
、

住
田

町
、

一
関

市
川

崎
町

、
南

三
陸

町
、

登
米

市
な

ど

５
０

ｋ
ｍ

圏
内

人
口

約
２

５
万

人

三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
効
果

－
交
流
⼈
⼝
の
拡
⼤
－

Ｈ
２

９
年

度
（
現

在
）

２
５

ｋ
ｍ

圏
内

５
０

ｋ
ｍ

圏
内

○
震

災
に

よ
り

人
口

が
７

４
，

２
４

７
人

（
Ｈ

２
３

．
２

）
か

ら
６

５
，

３
８

７
人

（
Ｈ

２
９

．
４

）
に

減
少

。

○
三

陸
沿

岸
道

路
の

開
通

に
よ

り
、

４
０

～
５

０
分

程
度

で
移

動
で

き
る

範
囲

が
広

が
り

、
通

勤
圏

や
生

活
圏

が
拡

大
し

、
交

流
人

口
の

増
加

に
よ

る
経

済
効

果
が

期
待

で
き

ま
す

。

●

●

●
●

●

●

●

●

●●

大
船

渡
市

陸
前

高
田

市
陸

前
高

田
市大

船
渡

市

住
田

町
住

田
町

●
奥

州
市

奥
州

市

●
気

仙
沼

市
役

所
気

仙
沼

市
役

所

●

Ｈ
３

２
年

度
（
開

通
後

）

一
関

市
一

関
市

登
米

市
登

米
市

●
●

南
三

陸
町

南
三

陸
町

●

【
気

仙
沼

市
震

災
復

興
計

画
重

点
事

業
№

6
】

気
仙

沼
市

資
料

８
‐３
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三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
効
果

－
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
－

（
仮

称
）
気

仙
沼

湾
横

断
橋

：
L
=
1
,3

4
4
m

 （
斜

張
橋

部
分

：
L
=
6
8
0
m

）

○
観

光
客

数
は

震
災

前
の

５
３

．
３

％
で

、
宿

泊
客

の
半

数
以

上
が

復
興

作
業

関
係

者
と

な
っ

て
い

ま
す

。

○
今

後
は

復
興

事
業

が
縮

小
し

て
い

く
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

観
光

客
の

新
た

な
誘

致
が

必
要

と
な

っ
て

き
ま

す
。

○
新

た
な

観
光

ス
ポ

ッ
ト

と
し

て
（
仮

称
）
気

仙
沼

湾
横

断
橋

に
大

き
な

期
待

が
寄

せ
ら

れ
て

い
ま

す
。

復
興
作
業

関
係
者

23
3,
66

4 

観
光

客
21

0,
53

2 

Ｈ
２

８
宿

泊
客

の
内

訳

20
3 

40
 

93
 

13
2 

14
5 

15
9 

21
1 

2,
54

1 

43
3 

78
4 

1,
01

9 
1,
23

8 
1,
35

1 
1,
35

4 

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

H
22

H2
3

H
24

H2
5

H
26

H2
7

H
28

観
光
宿
泊
客
数

観
光

客
数

(千
人

)

人

人

47
.4

％
52

.6
％

至
陸

前
高

田
至

仙
台

資
料

：
気

仙
沼

市
観

光
客

入
込

み
数

調
査

資
料

：
気

仙
沼

市
観

光
客

入
込

み
数

調
査

【
気

仙
沼

市
震

災
復

興
計

画
重

点
事

業
№

6
】

気
仙

沼
市

資
料

８
‐３
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三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
効
果

－
観
光
⾯
で
の
効
果
－

○
「
石

巻
女

川
ＩＣ

～
桃

生
豊

里
ＩＣ

の
４

車
線

化
」
と

「
登

米
志

津
川

道
路

と
南

三
陸

道
路

（
南

三
陸

海
岸

ＩＣ
ま

で
）
の

整
備

」
に

よ
り

、
仙

台
－

気
仙

沼
間

が
２

６
分

短
縮

し
ま

し
た

。

○
当

市
へ

の
観

光
客

の
約

９
５

％
が

自
動

車
（
自

家
用

車
・
レ

ン
タ

カ
ー

・
バ

ス
・
バ

イ
ク

）
で

の
来

訪
（
「
気

仙
沼

市
内

観
光

客
実

態
調

査
（
平

成
２

８
年

４
月

実
施

）
」
）
で

あ
り

、
三

陸
沿

岸
道

路
の

整
備

効
果

に
よ

っ
て

、
今

年
度

の
ゴ

ー
ル

デ
ン

ウ
ィ

ー
ク

期
間

中
の

観
光

客
数

（
１

日
あ

た
り

）
は

前
年

度
比

１
０

２
．

４
％

と
な

り
ま

し
た

。

整
備

前
整

備
後

２
時

間
２

５
分

２
6分

短
縮

観
光
客
数
の
増
加

Ｇ
Ｗ

中
の

観
光

客
数

（
１

日
あ

た
り

）

1
2
,
7
6
1
 

1
3
,
0
6
6
 

H
2
8

H
2
9

仙
台

～
気

仙
沼

の
所

要
時

間

２
時

間
５

１
分

人

人

資
料

：
気

仙
沼

市
観

光
客

入
込

み
数

調
査

登
米

志
津

川
道

路
・

南
三

陸
道

路
整

備
前

登
米

志
津

川
道

路
・

南
三

陸
道

路
整

備
後

※
Ｈ

２
２

道
路

交
通

セ
ン

サ
ス

の
旅

行
速

度
を

基
に

算
定

，
三

陸
沿

岸
道

路
の

利
用

が
前

提

【
気

仙
沼

市
震

災
復

興
計

画
重

点
事

業
№

6
】

気
仙

沼
市

資
料

８
‐３
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三
沿
道
の
４
⾞
線
化
の
整
備
効
果
・
利
活
⽤
策

東
松
島
市

東
松

島
市

資
料

８
‐４

57



三
沿

道
の

４
車

線
化

の
整

備
効

果
・
利

活
用

策

従
来

は
石

巻
河

南
IC

か
ら

、
一

般
道

を
利

用
す

る
必

要
が

あ
っ

た
が

、
病

院
前

に
石

巻
女

川
IC

が
完

成
し

た
こ

と
に

よ
り

、
本

市
野

蒜
地

区
か

ら
の

搬
送

時
間

が
約

5
分

間
短

縮
さ

れ
た

。

⽯
巻

⼥
川

IC
平

成
27

年
10

⽉
4⽇

開
通

松
島
北
IC鳴

瀬
奥
松
島
IC

⽮
本
IC

⽯
巻
港
IC

⽯
巻
河
南
IC

河
北
IC

桃
⽣
豊
⾥
IC

鳴
瀬

奥
松

島
IC

〜
⽯

巻
⼥

川
IC

平
成

27
年

10
⽉

4⽇
4⾞

線
開

通 ⽮
本

⽯
巻

道
路

⽯
巻
⼥
川
IC

〜
桃
⽣
豊
⾥
IC

平
成
29
年
3⽉

30
⽇

4⾞
線
開
通

至
八

戸

：
女

川
IC

供
用

前
の

救
急

搬
送

経
路

：
女

川
IC

供
用

後
の

救
急

搬
送

経
路

25
 

20
 

0102030

⽯
巻
⼥
川
IC
供
⽤
前

(平
成
25
年
)

⽯
巻
⼥
川
IC
供
⽤
後

(平
成
28
年
)

（
分
）

約
5分

短
縮

【野
蒜

地
区

〜
⽯

巻
⾚

⼗
字

病
院

間
の

搬
送

時
間

】

分
分

救
急

搬
送

時
間

の
短

縮

野
蒜

北
部

丘
陵

地
区

（
救

急
搬

送
時

に
は

鳴
瀬

奥
松

島
IC

⇒
⽯

巻
⾚

⼗
字

病
院

へ
移

動
）

：
野

蒜
北

部
丘

陵
地

か
ら

三
沿

道
へ

の
ア

ク
セ

ス
経

路

凡
例

提
供

：
矢

本
消

防
署

東
松

島
市

資
料

８
‐４
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2
.事

業
の

概
要

(1
)目

的
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に

よ
る

被
災

地
区

の
移

転
先

と
し

て
、

住
宅

用
地

や
公

益
施

設
用

地
を

整
備

し
、

安
全

で
快

適
な

市
街

地
の

形
成

を
図

り
ま

す
。

(2
)施

行
者

東
松

島
市

（
公

共
団

体
施

行
）

[U
R

都
市

機
構

が
事

業
受

託
]

(3
)施

行
地

区
宮

城
県

東
松

島
市

野
蒜

、
大

塚
地

区
面

積
：

約
９

１
．

５
h

a
(4

)設
計

の
概

要
・
計

画
人

口
：

約
１

，
３

７
０

人
・
計

画
戸

数
：

４
４

８
戸

［
防

災
集

団
移

転
：
２

７
８

戸
、

災
害

公
営

住
宅

：
１

７
０

戸
］

(5
)事

業
期

間
平

成
２

４
年

９
月

～
平

成
２

９
年

３
月

（
平

成
２

８
年

１
１

月
に

防
災

集
団

移
転

用
地

2
7

8
区

画
の

完
成

引
渡

し
完

了
）

(6
)総

事
業

費
約

４
１

４
億

円

（
住

宅
地

の
街

並
み

イ
メ

ー
ジ

）

東
名
駅

宮
野
森

小
学

校

三
沿

道
の

４
車

線
化

の
整

備
効

果
・
利

活
用

策

野
蒜

北
部

丘
陵

地
区

（
野

蒜
ケ

丘
地

区
）

の
概

要

1
.復

興
方

針

野
蒜

北
部

丘
陵

地
区

は
、

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

に
よ

る
被

災
地

区
の

移
転

先
と

し
て

、
「
東

松
島

市
復

興
ま

ち
づ

く
り

計
画

」（
H

23
.1

2）
に

基
づ

き
、

安
全

性
を

確
保

と
居

住
地

等
の

集
約

化
を

図
り

、
居

住
環

境
に

優
れ

た
市

街
地

を
整

備
し

ま
す

。

（
地

図
デ

ー
タ

：
2
01

7
 G

o
o
gl

e
）

野
蒜

北
部

丘
陵

地
区

⾄
仙

台

野
蒜

北
部

丘
陵

地
区

か
ら

三
沿

道
ま

で
の

ア
ク

セ
ス

鳴
瀬

奥
松

島
IC

⾄
⽯

巻

⾄
仙

台

⾄
鳴

瀬
奥

松
島

IC

東
松

島
市

資
料

８
‐４
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三
沿

道
の

４
車

線
化

の
整

備
効

果
・
利

活
用

策

鳴
瀬

奥
松

島
IC

矢
本

IC

石
巻

港
IC

石
巻

河
南

IC
鷹

来
の

森
運

動
公

園

月
浜

海
水

浴
場

25
.9

52
.8

02040608010
0

12
0

4⾞
線
開
通
前

(平
成
25
年
)

4⾞
線
開
通
後

(平
成
28
年
)

⼈
数

（
万
⼈
）

万
人

万
人

7.
0

10
.9

0.
0

5.
0

10
.0

15
.0

20
.0

25
.0

30
.0

4⾞
線
開
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復興道路・復興支援道路の整備効果事例発信

○復興道路・復興支援道路の開通による、整備効果事例等を幅広く情報発信
するため、東北地方整備局の復興道路ホームページにおいて、整備効果事
例等を掲載したページを開設

資料－９

整備効果事例
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復興道路・復興支援道路の整備効果事例発信

○整備効果事例ページでは、路線別に整備効果事例等を掲載しており、今後
開通の動きがあった場合など、随時更新予定
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